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「漢検」は登録商標です。

2021年度

今、あなたに贈りたい漢字コンテスト

受賞作品集

2 0 2 1年度  受賞作品集
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　家族や恋人、友人や恩人、そして自分自身にあてて…

日頃は言えない素直な気持ちを、漢字一字に託して贈ってみよう。

　（公財）日本漢字能力検定協会では、このような趣旨で「今、あな

たに贈りたい漢字コンテスト」を2013年に初めて開催しました。

　以来毎年の開催を経て今回で9回目を迎え、累計では約34万作

品のご応募を全国よりいただいています。

　“誰かに贈る漢字を選ぶ”その時間は、自分自身や周囲の人々を

見つめ直し、自分の素直な気持ちと向き合うことにつながります。

　そうして贈った・贈られた「漢字一字」は、かけがえのない一字とし

て心に刻まれるでしょう。

「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」とは

漢検　漢字コンテスト 検 索
WEBでも作品をご覧になれます！
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※所属はコンテスト開催当時のものです。

審査員長

審査員

ゴルゴ松本	（お笑い芸人）

やすみりえ	（川柳作家）

華雪	 （書家）

山崎信夫	 （公益財団法人 日本漢字能力検定協会 代表理事）

審査員

橋本五郎	 （読売新聞特別編集委員）
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当
協
会
は
、「
日
本
語
・
漢
字
を
学
ぶ
楽

し
さ
を
提
供
し
、豊
か
な
社
会
の
実
現
に

貢
献
す
る
」こ
と
を
目
的
に
、「
日
本
漢
字

能
力
検
定（
漢
検
）」や「
文
章
読
解
・
作

成
能
力
検
定（
文
章
検
）」を
は
じ
め
と
し

た
検
定
事
業
や
漢
字
文
化
に
関
す
る
調

査
・
研
究
活
動
、京
都
・
清
水
寺
で
年
末
に

行
う「
今
年
の
漢
字
」や
京
都
・
祇
園
に
お

け
る「
漢
検 

漢
字
博
物
館
・
図
書
館（
漢
字

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」の
運
営
と
い
っ
た
普
及
・

啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、東
日
本
大
震
災
の
年

の「
今
年
の
漢
字
」に
圧
倒
的
な
応
募
数
で

「
絆
」が
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、「
漢
字
が

つ
な
ぐ
絆
」を
テ
ー
マ
に
２
０
１
３
年
よ
り

開
催
し
、本
年
で
９
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「
漢
字
一
字
で
気
持
ち
を
伝
え
る
」こ
と

を
通
し
て
、漢
字
へ
の
興
味
を
喚
起
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、人
と
人
を
つ
な
ぐ
言
葉

の
大
切
さ
を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

し
、窮
屈
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
２
年
と

な
り
ま
す
。昨
年
４
万
７
千
を
越
え
る
応

募
が
あ
り
過
去
最
多
で
し
た
が
、本
年
は

さ
ら
に
多
い
５
万
１
２
３
１
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
は
、私
た
ち
の
生
活
を

一
変
さ
せ
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
」と
か「
新

常
態
」「
新
し
い
生
活
様
式
」と
い
う
耳
慣

れ
な
い
言
葉
が
生
ま
れ
、「
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
」
、「
リ
モ
ー
ト
授
業
」
、は
た
ま
た「
リ

モ
ー
ト
帰
省
」な
る
も
の
ま
で
生
ま
れ
ま
し

た
。人
と
人
が
場
所
や
時
間
の
制
約
な
く
、
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Ｉ
Ｔ
機
器
に
よ
っ
て
交
流
で
き
る
と
い
う
一

定
の
良
さ
は
あ
り
ま
す
が
、液
晶
の
画
面
越

し
で
は
な
く
、生
身
の
人
間
同
士
の
五
感
を

通
じ
た
温
も
り
あ
る
交
流
が
、そ
ろ
そ
ろ
許

さ
れ
な
い
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、会
い
た
く

て
も
会
え
な
い
切
な
さ
、普
段
な
か
な
か
会

え
な
い
人
へ
の
思
い
や
、家
族
と
い
る
時
間

が
長
く
、改
め
て
家
族
を
見
つ
め
直
し
た
り
、

自
分
を
見
つ
め
直
し
た
り
し
て
、漢
字
一

字
に
、ぎ
ゅ
っ
と
気
持
ち
を
込
め
た
作
品
が

散
見
さ
れ
、そ
れ
ら
す
べ
て
が
、ど
れ
も
心

を
打
つ
大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、こ
れ
ほ
ど
多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、不
遜
に
も

審
査
に
加
わ
っ
た
者
と
し
て
、選
外
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
多
く
の
作
者
の
皆
さ
ま
に
は
、

衷
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
作
品
集
に
は
、受
賞
作
お
よ
び
佳
作

の
、計
６０
作
品
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

受
賞
者
の
皆
さ
ま
の
思
い
が
こ
も
っ
た
、印
象

深
く
素
敵
な「
漢
字
一
字
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、２
０
２
２
年
度
は
１０
回
目
と
し
て

本
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

こ
の
作
品
集
を
手
に
取
ら
れ
た
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、漢
字
の
持
つ
す
ば
ら
し

さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
と

も
ご
参
加
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

公
益
財
団
法
人 

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

代
表
理
事　
山
崎 

信
夫
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今
回
の
応
募
は
前
年
と
比
べ
て

3
0
0
0
件
も
増
え
、5
万
1
2
3
1
件

に
上
り
ま
し
た
。し
か
も
応
募
者
は
、あ
ら

ゆ
る
世
代
を
覆
っ
て
い
ま
す
。何
よ
り
嬉
し

く
思
う
の
は
、皆
さ
ん
が
選
ん
だ
漢
字
の

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
を「
感
」と「
謝
」が

占
め
て
い
る
こ
と
で
す
。長
引
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
、穏
や
か
で
そ
れ
な
り
に

満
ち
足
り
た
日
常
を
根
底
か
ら
脅
か
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、非
日
常
の
毎
日
だ
か
ら
こ
そ
、

人
の
絆
の
大
切
さ
に
改
め
て
思
い
至
り
、

他
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。今
回
の「
感
」と

「
謝
」の
多
さ
は
そ
の
証
し
な
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
あ
る
種
の「
光
明
」が
あ
り
ま
す
。

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
に「
笑
」「
楽
」「
愛
」

「
優
」「
幸
」「
友
」「
夢
」な
ど
プ
ラ
ス・
イ

メ
ー
ジ
の
漢
字
が
入
っ
て
い
る
の
も
救
わ
れ

ま
す
。辛
く
厳
し
い
日
々
で
あ
っ
て
も
前
向

き
に
明
る
く
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
か
ら
で
す
。

（
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

審
査
員
長　
橋
本
五
郎
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（
和わ
か
や
ま
け
ん

歌
山
県
・ 

紀き
み
の
ち
ょ
う
り
つ
の
か
み
し
ょ
う
が
っ
こ
う

美
野
町
立
野
上
小
学
校
　

7
歳さ
い

）

中な
か 

陽ひ

真ま

理り 
さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P12

（
千ち
ば
け
ん

葉
県
・
松ま
つ
ど
し
り
つ
こ
が
ね
し
ょ
う
が
っ
こ
う

戸
市
立
小
金
小
学
校
　

8
歳さ
い

）

竹た
け

本も
と 

柑か
ん

太た 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P14

（
東と
う
き
ょ
う
と

京
都
・
板い
た
ば
し
く
り
つ
と
く
ま
る
し
ょ
う
が
っ
こ
う

橋
区
立
徳
丸
小
学
校
　
11
歳さ
い

）

森も
り

脇わ
き 

奨し
ょ
う 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P20

（
宮み
や
ぎ
け
ん

城
県
・
大
た
い
わ
ち
ょ
う
り
つ
み
や
と
こ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

和
町
立
宮
床
小
学
校
　
10
歳さ
い

）

市い
ち

川か
わ 

颯は
や

人と 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P18

（
埼さ
い
た
ま
け
ん

玉
県
・
川か
わ
ぐ
ち
し
り
つ
と
づ
か
き
た
し
ょ
う
が
っ
こ
う

口
市
立
戸
塚
北
小
学
校
　

9
歳さ
い

）

森も
り 

俊し
ゅ
ん

介す
け 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P16

（
滋し
が
け
ん

賀
県
・
彦ひ
こ
ね
し
り
つ
じ
ょ
う
な
ん
し
ょ
う
が
っ
こ
う

根
市
立
城
南
小
学
校
　

9
歳さ
い

）

岡お
か

本も
と 

心こ

暖は
る 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22

（
埼
さ
い
た
ま
け
ん

玉
県
・
春か
す
か
べ
し
り
つ
や
ぎ
さ
き
し
ょ
う
が
っ
こ
う

日
部
市
立
八
木
崎
小
学
校
　

8
歳さ
い

）

宇う

佐さ

美み 

斗と

逢あ 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22

（
東
と
う
き
ょ
う
と

京
都
・
江こ
う
と
う
く
り
つ
だ
い
ご
お
お
じ
ま
し
ょ
う
が
っ
こ
う

東
区
立
第
五
大
島
小
学
校
　

8
歳さ
い

）

佐さ

さ々

木き 
蓮れ

ん

介す
け 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22

【
絆き

ず
な
た
い
し
ょ
う

大
賞
】

【
日に

本ほ
ん

漢か
ん

字じ

能の
う

力り
ょ
く

検け
ん

定て
い

協き
ょ
う

会か
い

賞し
ょ
う

】

【
審し

ん

査さ

員い
ん

賞し
ょ
う

】

【
佳か

作さ
く

】

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

部ぶ

門も
ん

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

※掲載の都道府県、学校名、年齢、職業は応募当時のものです。
※基本的には応募作品の原文をそのまま掲載しておりますが、一部修正を加えている箇所がございます。ご了承ください。

7

目
　
次



（
千ち
ば
け
ん

葉
県
・
松
ま
つ
ど
し
り
つ
な
ん
ぶ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

戸
市
立
南
部
小
学
校
　

8
歳さ
い

）

塩し
お

川か
わ 

玲り

空く

翔と 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
東と
う
き
ょ
う
と

京
都
・
白
し
ら
ゆ
り
が
く
え
ん
し
ょ
う
が
っ
こ
う

百
合
学
園
小
学
校
　
12
歳さ
い

）

福ふ
く

田だ 

莉り

那な 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
静
し
ず
お
か
け
ん

岡
県
・
磐い
わ
た
し
り
つ
な
が
の
し
ょ
う
が
っ
こ
う

田
市
立
長
野
小
学
校
　
10
歳さ
い

）

鈴す
ず

木き 

菜な

乃の

夏か 
さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
千ち
ば
け
ん

葉
県
・
松ま
つ
ど
し
り
つ
ほ
く
ぶ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

戸
市
立
北
部
小
学
校
　
11
歳さ
い

）

松ま
つ

山や
ま 

淳じ
ゅ
ん

之の

介す
け 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
石
い
し
か
わ
け
ん

川
県
・
金
か
な
ざ
わ
し
り
つ
に
し
し
ょ
う
が
っ
こ
う

沢
市
立
西
小
学
校
　
11
歳さ
い

）

山や
ま

崎ざ
き 

美み

紗さ

子こ 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
香か
が
わ
け
ん

川
県
・
香
か
が
わ
だ
い
が
く
き
ょ
う
い
く
が
く
ぶ
ふ
ぞ
く
た
か
ま
つ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

川
大
学
教
育
学
部
附
属
高
松
小
学
校
　

7
歳さ
い

）

山や
ま

下し
た 

浩こ
う

士し

朗ろ
う 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P25

（
青
あ
お
も
り
け
ん

森
県
・
青
あ
お
も
り
し
り
つ
た
か
だ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

森
市
立
高
田
小
学
校
　
12
歳さ
い

）

間ま

山や
ま 

元も
と

喜き 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
神
奈
川
県
・
湘
南
白
百
合
学
園
中
学
高
等
学
校
　
13
歳
）

瀬
田 

夕
凪 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P28

（
東
京
都
・
東
京
都
立
新
島
高
等
学
校
　
17
歳
）

小
野
寺 

龍
信 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P30

（
京
都
府
・
進
学
塾
ひ
か
り
塾
　
14
歳
）

杉
原 

翼 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P32

（
神
奈
川
県
・
聖
園
女
学
院
高
等
学
校
　
18
歳
）

森
川 

怜
美 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P34

（
高
知
県
・
い
の
町
立
伊
野
南
中
学
校
　
14
歳
）

吉
本 

渚 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P38

（
東
京
都
・
目
黒
日
本
大
学
中
学
校
　
13
歳
）

尾
崎 

彰
伸 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P36

（
福
岡
県
・
福
岡
市
立
下
山
門
中
学
校
　
16
歳
）

森 

明
日
香 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P40

（
愛
媛
県
・
済
美
高
等
学
校
　
16
歳
）

森 

愛
咲 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P42

（
神
奈
川
県
・
東
海
大
学
付
属
相
模
高
等
学
校
　
17
歳
）

森
田 

空 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P44

（
神
奈
川
県
・
東
海
大
学
付
属
相
模
高
等
学
校
　
18
歳
）

小
田
桐 

幸
菜 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P46

（
東
京
都
・
八
王
子
市
立
第
五
中
学
校
　
13
歳
）

眞
田 

し
お
り 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

（
熊
本
県
・
熊
本
市
立
出
水
中
学
校
　
14
歳
）

斉
藤 

礼 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

（
大
阪
府
・
大
阪
市
立
天
満
中
学
校
　
14
歳
）

中
井 

史
寿 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
北
海
道
・
北
海
道
教
育
大
学
附
属
函
館
中
学
校
　
14
歳
）

花
田 

美
優 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
神
奈
川
県
・
川
崎
市
立
塚
越
中
学
校
　
13
歳
）

福
永 

伊
智
子 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
北
海
道
・
北
海
道
教
育
大
学
附
属
函
館
中
学
校
　
15
歳
）

関 

悠
惺 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
東
京
都
・
国
分
寺
市
立
第
三
中
学
校
　
14
歳
）

鈴
木 

快 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
静
岡
県
・
裾
野
市
立
東
中
学
校
　
13
歳
）

細
谷 

結
菜 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
長
野
県
・
御
代
田
町
立
御
代
田
中
学
校
　
12
歳
）

井
上 

成 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

【
絆
大
賞
】

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
】

【
審
査
員
賞
】

【
佳
作
】

中
学
生・高
校
生
部
門
受
賞
者

　8



（
沖
縄
県
・
那
覇
市
立
寄
宮
中
学
校
　
14
歳
）

宮
里 
芽
依 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
長
野
県
・
長
野
県
中
野
西
高
等
学
校
　
17
歳
）

熊
井 

心
絃 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
立
和
歌
山
高
等
学
校
　
17
歳
）

熊
﨑 

彩
乃 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
千
葉
県
・
千
葉
県
立
船
橋
法
典
高
等
学
校
　
17
歳
）

武
田 

永
幸 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
大
阪
府
・
大
阪
市
立
汎
愛
高
等
学
校
　
16
歳
）

國
見 

砂
星 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
熊
本
県
・
熊
本
信
愛
女
学
院
高
等
学
校
　
16
歳
）

中
村 

優
希 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
東
京
都
・
東
京
都
立
一
橋
高
等
学
校
　
18
歳
）

バ
ラ
ヒ
ル 

エ
ラ
イ
シ
ャ 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…

P54

（
千
葉
県
・
開
智
日
本
橋
学
園
高
等
学
校
　
17
歳
）

焼
山 

美
羽 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P54

（
岡
山
県
・
岡
山
県
立
岡
山
支
援
学
校
　
16
歳
）

安
陪 

充
貴 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
広
島
県
・
岡
山
龍
谷
高
等
学
校
　
15
歳
）

熊
手 

く
る
み 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
東
京
都
・
杉
並
学
院
高
等
学
校
　
15
歳
）

小
林 

玲 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
山
口
県
・
教
員
）

山
平 

妙
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P56

（
埼
玉
県
・
主
婦
）

見
澤 

富
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P58

（
岡
山
県
・
公
務
員
）

岩
中 

幹
夫 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P60

（
東
京
都
・
会
社
員
）

小
松
崎 

潤 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P62

（
埼
玉
県
・
教
員
）

佐
藤 

美
海 
さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P64

（
滋
賀
県
・
教
員
）

中
川 

祥 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
福
岡
県
・
教
員
）

中
村 

聖 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
宮
城
県
・
教
員
）

村
形 

舞
香 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
兵
庫
県
）

今
北 

亜
希
子 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
山
口
県
・
主
婦
）

井
上 

浩
子 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
東
京
都
）

峯
田 

泰
彦 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
北
海
道
・
教
員
）

吉
野 

百
音 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P69

（
岩
手
県
・
教
員
）

松
田 

弘
恵 

さ
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
福
岡
県
・
教
員
）

中
井 

朗 

さ
ん

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
愛
知
県
・
自
営
業
）

小
串 

真
紀
子 

さ
ん

………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

【
絆
大
賞
】

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
】

【
審
査
員
賞
】

【
佳
作
】

大
学
生
・一
般
部
門
受
賞
者

9



　10



11

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

部ぶ

門も
ん

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ
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絆 大 賞
 きずな             たい              しょう

（和
わ

歌
か

山
やま

県
けん

・紀
き

美
み

野
の

町
ちょう

立
りつ

野
の

上
かみ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 7 歳
さい

）

中  陽 真 理 さ ん
なか まひ り

に
ち

す

す

す

い

じ

お
し

じ
ょ
う

ず

て

か

き
ょ
う

し



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

13

わ
た
し
は
、
か
ん
字じ

の
べ
ん
強

き
ょ
う

が
好す

き
で
す
。

け
れ
ど
、
作さ
く

文ぶ
ん

を
書か

く
こ
と
が
に
が
手て

で
す
。

が
ん
ば
っ
た
ら
、
上じ
ょ
う
ず手
に
書か

け
た
の
で
か
ん
字じ

コ
ン
テ
ス
ト
に

出だ

し
ま
し
た
。

先せ
ん

生せ
い

か
ら
、
し
ょ
う
の
お
知し

ら
せ
を
聞き

い
て
び
っ
く
り
し
て
、

う
れ
し
く
て
な
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

好す

き
と
い
う
か
ん
字じ

が
書か

け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
じ
い
じ

と
ば
あ
ば
、
友と
も

だ
ち
に
た
く
さ
ん
の
「
好す

き
」
を
手て

紙が
み

で
お
く
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
書か

き
つ
づ
け
て
い
き
ま
す
。

え
ら
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私わ
た
しに

は
、
ひ
ま
り
ち
ゃ
ん
が
お
母か

あ

さ
ん
に
手て

を
ひ
か
れ
な
が

ら
、
お
母か
あ

さ
ん
の
耳み

み

元も
と

に
か
お
を
よ
せ
、
そ
っ
と
「
好す

き
」
と
さ

さ
や
い
て
い
る
声こ
え

が
き
こ
え
て
き
ま
す
。
お
母か

あ

さ
ん
は
、
ひ
ま
り

ち
ゃ
ん
の
「
好す

き
」
を
き
く
た
び
に
、
し
あ
わ
せ
な
気き

分ぶ
ん

に
な

り
、
一い
ち

日に
ち

の
く
ろ
う
や
つ
か
れ
が
ふ
き
と
ぶ
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ

ん
。
時と
き

に
は
お
母か

あ

さ
ん
の
お
か
お
に
「
チ
ュ
ッ
」
を
し
て
あ
げ
な

が
ら
言い

う
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
︵
笑
︶
。
人ひ

と

を
「
好す

き
」
に
な
る
こ
と
は
と
て
も
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
で
す
。
「
好す

き
」
に
な

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人ひ
と

の
一い

ち

番ば
ん

い
い
と
こ
ろ
を
見み

て
い
る
か

ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
「
好す

き
」
な
人ひ

と

を
い
っ
ぱ
い
ふ
や
し
て
い
っ

た
ら
い
い
で
す
ね
。
︵
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

︶
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日
に

本
ほん

漢
かん

字
じ

能
のう

力
りょく

検
けん

定
てい

協
きょう

会
かい

賞
しょう

（千
ち

葉
ば

県
けん

・松
まつ

戸
ど

市
し

立
りつ

小
こ

金
がね

小
しょう

学
がっ

校
こう

 8 歳
さい

）

竹 本  柑 太 さ ん
かんもと たたけ

い
も
う
と

い
も
う
と

い
も
う
と

か
お

ま
る

ま
る

は
な

ま
る

ひ
と

お
も

た
の

す
こ



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

15

ぼ
く
が
夏な

つ

休や
す

み
に
書か

い
た
漢か

ん

字じ

コ
ン
テ
ス
ト
の
作さ

く

文ぶ
ん

が
賞

し
ょ
う

を
と

る
と
は
思お
も

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
と
っ
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
と
て
も
う
れ
し
く
思お
も

い
ま
し
た
。

妹い
も
う
とは

か
わ
ら
ず
た
た
い
た
り
し
ま
す
。
で
も
あ
の
作さ

く

文ぶ
ん

を
書か

け

た
の
は
妹
い
も
う
とが
い
た
か
ら
な
の
で
け
ん
か
も
た
く
さ
ん
す
る
け
ど
妹

い
も
う
と

が
い
て
幸

し
あ
わ

せ
で
す
。

こ
の
賞
し
ょ
う
を
と
っ
た
お
か
げ
で
丸ま

る

い
お
顔か

お

の
お
こ
り
ん
ぼ
う
の
妹

い
も
う
と

は
ぼ
く
の
自じ

ま
ん
の
妹

い
も
う
とに

な
り
ま
し
た
。

も
う
少す
こ

し
や
さ
し
く
な
っ
て
ほ
し
い
け
ど
せ
い
か
く
が
丸ま

る

く
な

い
今い
ま

の
ま
ま
の
妹

い
も
う
とで
も
ぼ
く
は
じ
ゅ
う
分ぶ

ん

大だ
い

す
き
で
す
。

「
顔か
お

が
丸ま

る

く
」
「
性せ

い

格か
く

が
丸ま

る

く
な
る
」
「
花は

な

丸ま
る

を
あ
げ
た

い
」
。

短み
じ
かい
文ぶ

ん

章し
ょ
うの
中な

か

に
、
「
丸ま

る

」
を
使つ

か

っ
た
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

が
、
3
つ
も
入は

い

っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
文ぶ
ん

章
し
ょ
う

全ぜ
ん

体た
い

の
印い

ん

象し
ょ
うや

雰ふ
ん

囲い

気き

に
と
て
も
良よ

い
味あ

じ

を
出だ

し
て
い
ま
す
。

か
ん
た
く
ん
が
幼
お
さ
な

い
妹

い
も
う
とさ

ん
と
仲な

か

良よ

く
遊あ

そ

ん
で
い
た
り
、
怒お

こ

っ

た
り
、
泣な

い
た
り
、
時と

き

に
は
お
母か

あ

さ
ん
に
怒お

こ

ら
れ
て
、
お
ろ
お
ろ

し
た
り
な
ど
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
日に
ち

常じ
ょ
うの

何な
に

気げ

な
い

情じ
ょ
う

景け
い

が
目め

に
浮う

か
ぶ
よ
う
で
す
。
小

し
ょ
う
が
く
せ
い

学
生
と
は
思お

も

え
ぬ
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

力り
ょ
くだ

と
感か
ん

心し
ん

し
ま
し
た
。

か
ん
た
く
ん
に
と
っ
て
も
、
妹
い
も
う
とさ

ん
に
と
っ
て
も
、
お
互た

が

い

が
、
大た
い

切せ
つ

で
か
け
が
え
の
な
い
存そ

ん

在ざ
い

だ
と
い
う
思お

も

い
が
伝つ

た

わ
る
作さ

く

品ひ
ん

で
、
心

こ
こ
ろ

が
温

あ
た
た

ま
り
ま
し
た
。
︵
山や

ま

崎ざ
き

信の
ぶ

夫お

︶
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審
しん

査
さ

員
いん

賞
しょう

（埼
さい

玉
たま

県
けん

・川
かわ

口
ぐち

市
し

立
りつ

戸
と

塚
づか

北
きた

小
しょう

学
がっ

校
こう

 9 歳
さい

）

森  俊 介 さ ん
しゅんもり すけ

い

と
き

と
う

と
う

と
う

だ
い

す

か
ら
だ

た
い

せ
つ

み

ぼ
ね

よ
ん

ほ
ん

と
う

し
ゅ
ん

す
け



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

17

「
漢か

ん

検け
ん

に
選え

ら

ば
れ
る
」
と
い
う
、
と
て
も
名め

い

誉よ

な
賞

し
ょ
う

を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

選え
ら

ば
れ
た
と
聞き

い
た
時と

き

は
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

お
父と
う

さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
で
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク
を
し
て
、

あ
ば
ら
骨ぼ
ね

を
四よ

ん

本ほ
ん

折お

っ
た
こ
と
を
書か

い
て
選え

ら

ば
れ
た
の
で
、
骨ほ

ね

が

名め
い

誉よ

な
賞

し
ょ
う

に
変か

わ
っ
た
た
め
、
お
父と

う

さ
ん
も
喜

よ
ろ
こ

ん
で
い
る
と
思お

も

い

ま
す
。

ぼ
く
も
、
あ
ば
ら
骨ぼ
ね

が
折お

れ
て
い
る
お
父と

う

さ
ん
を
毎ま

い

日に
ち

起お

こ
す

苦く

労ろ
う

を
し
た
作さ

業ぎ
ょ
うが

賞し
ょ
う

に
変か

わ
っ
た
と
思お

も

う
と
、
う
れ
し
い

で
す
。

ぼ
く
の
を
選え
ら

ん
で
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

俊し
ゅ
ん

介す
け

く
ん
、
お
父と

う

さ
ん
と
い
う
の
は
︵
お
母か

あ

さ
ん
も
そ
う
で

す
が
︶
、
子こ

ど
も
の
た
め
な
ら
何な

ん

で
も
や
ろ
う
と
す
る
も
の
な
の

で
す
。
ち
ょ
っ
と
オ
ー
バ
ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
た
と
え
火ひ

の
中な

か

、
水み

ず

の
中な

か

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
子こ

ど
も
の
た

め
な
ら
火ひ

の
中な

か

で
も
水み

ず

の
中な

か

で
も
飛と

び
こ
む
の
で
す
。
お
父と

う

さ
ん

は
、
お
そ
ら
く
日ひ

ご
ろ
や
っ
て
い
な
い
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク

だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
俊し
ゅ
ん

介す
け

く
ん
の
ね
が
い
を
か
な
え
よ
う
と
無む

理り

し
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
お
と
う
さ
ん
の
気き

持も

ち
は
痛い

た

い
ほ
ど
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
い
っ
そ
う
お
父と
う

さ
ん
の

体か
ら
だの
こ
と
を
心し

ん

配ぱ
い

す
る
よ
う
に
な
っ
た
俊し

ゅ
ん

介す
け

く
ん
の
気き

持も

ち
も
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
︵
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

︶
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審
しん

査
さ

員
いん

賞
しょう

（宮
みや

城
ぎ

県
けん

・大
たい

和
わ

町
ちょう

立
りつ

宮
みや

床
とこ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 10 歳
さい

）

市 川  颯 人 さ ん
いち はやかわ と

せ
ん

せ
ん

は
や

と

せ
い

せ
い

こ
え

か
ん

い
ち

い
ち

ば
ん

ば
ん

か
く

す
うじ

お
お

さ
つ

い
ま

か
ん

じ

か

か
ん



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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は
や
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
い
い
先せ

ん

生せ
い

に
お
そ
わ
っ
て
い
ま
す

ね
。
だ
れ
で
も
さ
い
し
ょ
は
漢か
ん

字じ

を
知し

ら
な
い
し
、
書か

け
な
い
の

で
す
。
で
も
書か

け
る
よ
う
に
ど
り
ょ
く
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
な

の
で
す
。
た
と
え
ま
ち
が
え
た
と
し
て
も
、
は
や
ち
ゃ
ん
が
む
ず

か
し
い
漢か
ん

字じ

を
書か

け
る
よ
う
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
ど
り
ょ
く

し
て
い
る
こ
と
を
ほ
め
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
な
ん
で
も
そ
う
な
ん

で
す
よ
。
「
挑
ち
ょ
う

戦せ
ん

」
す
る
こ
と
が
大だ

い

事じ

な
の
で
す
。
書か

き
出だ

し
の

「
お
し
い
！
」
も
と
っ
て
も
い
い
で
す
よ
。
ぶ
ん
し
ょ
う
を
書か

く

と
き
に
大た
い

切せ
つ

な
の
は
、
書か

き
出だ

し
な
ん
で
す
。
こ
の
ひ
と
こ
と

で
、
私
わ
た
し
に
は
こ
の
時と

き

の
光こ

う

景け
い

が
う
か
ん
で
き
ま
す
。

︵
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

︶

ぼ
く
は
、
宮み
や

城ぎ

県け
ん

の
宮み

や

床と
こ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
つ
く
し
学が

っ

級き
ゅ
うの

四よ

年ね
ん

生せ
い

で

す
。
つ
く
し
学が
っ

級き
ゅ
うは

、
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
勉べ

ん

強き
ょ
うす

る
ク
ラ
ス

で
す
。
つ
く
し
学が
っ

級き
ゅ
うは
、
ぼ
く
一
人
で
す
が
、
ぼ
く
は
勉べ

ん

強き
ょ
うを
と

て
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

特と
く

に
、
漢か

ん

字じ

は
毎ま

い

日に
ち

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
漢か

ん

字じ

の
ド
リ
ル
を

書か

い
た
り
、
カ
ー
ド
を
読よ

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
一い

ち

年ね
ん

生せ
い

の
時と

き

よ

り
た
く
さ
ん
漢か
ん

字じ

が
書か

け
る
よ
う
に
な
っ
て
楽た

の

し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

観か
ん

察さ
つ

の
「
観か

ん

」
の
字じ

は
、
本ほ

ん

当と
う

に
難

む
ず
か

し
い
字じ

で
し
た
。
何な

ん

回か
い

も

練れ
ん

習し
ゅ
うし
ま
し
た
。
何な

ん

回か
い

練れ
ん

習し
ゅ
うし
て
も
、
ま
ち
が
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
、
「
お
し
い
！
」
「
す
ご
い
よ
、
は
や
ち
ゃ
ん
」
と
先せ
ん

生せ
い

に
言い

わ
れ
て
、
書か

け
る
ま
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
「
観か

ん

」
の
字じ

が
書か

け
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
漢か

ん

字じ

の
勉べ

ん

強き
ょ
うを
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

ひ
と
り
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審
しん

査
さ

員
いん

賞
しょう

（東
とう

京
きょう

都
と

・板
いた

橋
ばし

区
く

立
りつ

徳
とく

丸
まる

小
しょう

学
がっ

校
こう

 11 歳
さい

）

森 脇  奨 さ ん
わきもり しょう

じ

じ

ぶ
ん

に
ちすな

に

な
に

か
ん
が

い
そ
が

じ

じ

こ

か
ん

か
ん た

い

よ
う

び

ひ
と

ひ
と

ぶ
ん



受じ
ゅ

賞し
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う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

21

今こ
ん

回か
い

は
、
す
ば
ら
し
い
賞

し
ょ
う

を
受じ

ゅ

賞し
ょ
うす

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て

も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

信し
ん

じ
ら
れ
な
か
っ
た
け
ど
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

「
独ど
く

」
と
い
う
漢か

ん

字じ

は
、
お
母か

あ

さ
ん
は
少す

こ

し
さ
み
し
い
字じ

だ
ね

と
言い

い
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
ぼ
く
は
独ひ
と

り
の
留る

守す

番ば
ん

の
時じ

間か
ん

が
好す

き
で
す
。
コ
ロ

ナ
で
留る

守す

番ば
ん

の
日ひ

が
増ふ

え
て
、
は
じ
め
は
さ
み
し
い
時と

き

も
あ
っ
た

け
れ
ど
、
今い
ま

、
学が

っ

校こ
う

や
塾

じ
ゅ
く

も
は
じ
ま
っ
て
子こ

ど
も
だ
っ
て
忙

い
そ
が

し
い

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
友と
も

達だ
ち

や
家か

族ぞ
く

み
ん
な
と
一い

っ

緒し
ょ

に
過す

ご
す
の
も

楽た
の

し
い
で
す
。
で
も
た
ま
に
独ひ

と

り
で
ご
ろ
ご
ろ
で
き
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

大お
と
な人
も
子こ

ど
も
も
休

き
ゅ
う
け
い
は
大た

い

切せ
つ

で
す
。

何な
に

ご
と
に
も
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
取と

り
組く

ん
で
い
る
か
ら

こ
そ
、
つ
か
の
間ま

の
「
独ひ

と

り
」
が
か
け
が
え
の
な
い
時じ

間か
ん

に
な
る

ん
で
す
ね
。
学が
っ

校こ
う

の
勉べ

ん

強き
ょ
うい
が
い
に
も
、
塾

じ
ゅ
く
や
運う

ん

動ど
う

ク
ラ
ブ
な
ど

で
忙
い
そ
が

し
く
し
て
い
る
の
か
な
。
そ
し
て
自じ

分ぶ
ん

自じ

身し
ん

で
「
独ひ

と

り
ぼ
っ

ち
」
の
時じ

間か
ん

を
つ
く
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ほ
か
の
こ
と
に
一い

っ

生
し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

に
な
れ
る
ん
だ
と
お
も
い
ま
す
。
お
じ
さ
ん
︵
お
じ
い
さ
ん

か
な
︶
は
「
大お
と
な人
は
忙

い
そ
が
し
い
」
と
思お

も

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
こ
れ

か
ら
は
そ
の
考
か
ん
が

え
方か

た

を
変か

え
ま
し
た
。
「
子こ

ど
も
で
も
、
け
っ
こ

う
忙
い
そ
が

し
く
て
た
い
へ
ん
な
の
で
す
」
と
い
う
ひ
ょ
う
げ
ん
に
は
実じ

っ

感か
ん

が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
い
い
結む

す

び
で
す
。

︵
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

︶
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か　　　　　  さく

佳 作

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

【贈
お く

り主
ぬ し

】

【贈
お く

り主
ぬ し

】

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

【贈
お く

り主
ぬ し

】

い
つ
も
イ
ス
が
わ
り
に
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
。
赤あ
か

ち
ゃ
ん
の
時と
き

安あ
ん

心し
ん

し
て
ば
ー
ば
の
上う
え

で
ね
ち
ゃ
っ
て

い
た
み
た
い
で
す
。
だ
か
ら
か
な
、
今い

ま

で
も
ひ
ざ
の

上う
え

が
大だ
い

好す

き
で
ご
は
ん
食た

べ
る
時と
き

も
、
テ
レ
ビ
見み

る

時と
き

も
、
座す
わ

っ
ち
ゃ
っ
て
る
け
ど
き
っ
と
お
も
た
い
の

に
い
や
が
ら
ず
座す

わ

ら
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

今い
ま

も
き
み
が
大だ
い

の
に
が
て
。
で
も
、
お
母か
あ

さ
ん
に

「
漢か

ん

字じ

が
な
か
っ
た
ら
心こ

暖は
る

の
名な

前ま
え

は
平ひ
ら

が
名な

の

こ
は
る
や
な
。」
と
言い

わ
れ
て
気き

づ
い
た
。
そ
れ
は

い
や
。
漢か

ん

字じ

が
な
い
と
心
こ
こ
ろ
が
暖
あ
た
た
か
い
と
い
う
大だ
い

す
き

な
わ
た
し
の
名な

前ま
え

の
由ゆ

来ら
い

が
き
え
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
こ
れ
か
ら
も
き
み
と
む
き
合あ

っ
て
い

く
ね
。

ま
い
年と
し

夏な
つ

に
な
る
と
一い
っ

し
ょ
に
旅り
ょ

行こ
う

に
行い

く
、
友と
も

達だ
ち

の
ま
あ
や
ち
ゃ
ん
。
こ
の
２
年ね
ん

会あ

え
て
な
い
か

ら
、
ぼ
く
の
名な

前ま
え

の
蓮れ
ん

と
い
う
字じ

を
お
く
り
ま
す
。

蓮は
す

の
花は
な

は
見み

え
な
い
ね
っ
こ
の
ぶ
分ぶ
ん

が
し
っ
か
り
つ

な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
会あ

え
な
く
て
も

心こ
こ
ろは
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
と
い
う
い
み
で
お
く
り

ま
す
。

漢
かん

字
じ

心
こ

暖
はる

斗
と

逢
あ

（
滋し

賀が

県け
ん
・
彦ひ
こ
根ね

市し

立り
つ

城
じ
ょ
う

南な
ん

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

9
歳さ
い
）

岡
本

心
暖
さ
ん

こ

お
か

も
と

は
る

まあやちゃん

蓮
れん

介
すけ

（
埼さ
い

玉た
ま
県け
ん
・
春か
す
日か

部べ

市し

立り
つ
八や

木ぎ

崎さ
き

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

8
歳さ
い
）

宇
佐
美

斗
逢
さ
ん

う

み

さ

と

大
だい

好
す

きなばーば

あ

（
東と
う

京
き
ょ
う
都と

・
江こ
う

東と
う
区く

立り
つ

第だ
い
五ご

大お
お

島じ
ま

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

8
歳さ
い
）

佐
々
木

蓮
介
さ
ん

さ

さ

す
け
　

き

れ
ん
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【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

先せ
ん

生せ
い

、
今こ
ん

度ど

の
発は
っ

表
ぴ
ょ
う

会か
い

の
曲
き
ょ
く
、
難
む
ず
か
し
す
ぎ
ま
す
。

音お
と

の
上あ

が
り
下さ

が
り
が
は
げ
し
く
て
い
や
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
た
ら
、「
こ
の
曲

き
ょ
く

難む
ず
かし
い
か
ら
、
こ
れ

く
ら
い
で
い
い
よ
。」
っ
て
先せ

ん

生せ
い

が
言い

う
か
ら
、
私
わ
た
し

の
心
こ
こ
ろ
に
火ひ

が
つ
き
ま
し
た
。
毎ま
い

日に
ち

練れ
ん

習し
ゅ
うし
て
発は
っ

表
ぴ
ょ
う

会か
い

の
時と
き

に
は
、「
こ
ん
な
の
か
ん
た
ん
。」
っ
て
ひ
き

ま
す
。

「
あ
ぁ
。
ま
た
間ま

違ち
が

え
ち
ゃ
っ
た
。」
私
わ
た
し
が
何な
ん

回か
い

お
点て

前ま
え

を
間ま

違ち
が

え
て
も
お
母か
あ

さ
ん
は
根こ
ん

気き

強づ
よ

く
教お
し

え

て
く
れ
る
ね
。
お
母か

あ

さ
ん
が
「
シ
ャ
カ
ッ
」
と
音お
と

を

立た

て
て
混ま

ぜ
た
り
、「
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
」
と
水み
ず

を
釜か
ま

に
落お

と
す
音お
と

、
ふ
る
ま
い
方か
た

に
あ
こ
が
れ
た
ん
だ
。

私わ
た
しも
お
母か
あ

さ
ん
の
よ
う
に
な
る
か
ら
、
応お
う

援え
ん

し
て

ね
！

れ
い
じ
ゅ
は
ぼ
く
の
ヒ
ー
ロ
ー
。
か
り
な
は
ス

ポ
ー
ツ
ば
ん
の
う
。
ゆ
い
な
は
い
つ
も
や
さ
し
い
、

２ふ
た
り人
と
も
じ
ま
ん
の
お
姉ね
え

ち
ゃ
ん
。
れ
お
ま
は
い
つ

も
ぼ
く
に
つ
い
て
く
る
、
大だ

い

事じ

な
弟
お
と
う
と。
ぼ
く
は
５
人に
ん

き
ょ
う
だ
い
で
よ
か
っ
た
。

ピアノの先
せん

生
せい

菜
な

乃
の

夏
か

きょうだい

りくと

お母
かあ

さん

りな

（
東と
う

京
き
ょ
う
都と

・
白し
ら
百ゆ

合り

学が
く

園え
ん

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

12
歳さ
い
）

福
田 

莉
那
さ
ん

ふ
く

り

だ

な

（
静し
ず

岡お
か
県け
ん
・
磐い
わ
田た

市し

立り
つ

長な
が
野の

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う 

10
歳さ
い
）

鈴
木 

菜
乃
夏
さ
ん

す
ず

な

き

の
　

か
　

（
千ち

葉ば

県け
ん
・
松ま
つ
戸ど

市し

立り
つ

南な
ん
部ぶ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

8
歳さ
い
）

塩
川 
玲
空
翔
さ
ん

し
お

く

か
わ

と

り
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か　　　　　  さく

佳 作

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

【贈
お く

り主
ぬ し

】

【贈
お く

り主
ぬ し

】

【贈
お く

りたい相
あ い

手
て

】

【贈
お く

り主
ぬ し

】

こ
の
漢か
ん

字じ

は
「
え
び
」
と
読よ

み
ま
す
。
鰕え
び

の
す
ば

ら
し
さ
を
知し

っ
て
い
ま
す
か
。
ま
ず
安や
す

い
で
す
。
そ

し
て
体

か
ら
だ
に
い
い
で
す
。
そ
の
効こ
う

果か

は
疲ひ

労ろ
う

回か
い

復ふ
く

、
す

い
み
ん
の
質し

つ

の
向こ
う

上じ
ょ
う、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
千せ
ん

倍ば
い

、
つ
ま
り

肌は
だ

が
若わ
か

々わ
か

し
く
な
り
ま
す
し
、
脳の
う

の
活か
っ

性せ
い

化か

を
う
な

が
し
ま
す
。
僕ぼ

く

の
好こ

う

物ぶ
つ

の
鰕え

び

を
お
買か

い
あ
げ
く
だ

さ
い
。

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家い
え

か
ら
引ひ

っ
こ
し
し
て
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一い

っ

緒し
ょ

に
い
る
時じ

間か
ん

が
少す
く

な
く
な
っ
て
少す
こ

し
さ
み
し
い
け
ど
、
ぼ
く
は
、
家い
え

出で

が
し
ゅ
み
だ
か

ら
い
つ
で
も
会あ

い
に
行い

く
ね
。
大だ
い

好す

き
な
ば
あ
ち
ゃ

ん
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家い

え

に
行い

っ
た
ら
、
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
ご
は
ん
を
食た

べ
て
、
一ひ

と

つ
の
ふ
と
ん
で
一い

っ

緒し
ょ

に
ね

よ
う
ね
。

「
今き
ょ
う日
は
何な
ん

の
モ
ノ
マ
ネ
を
し
よ
う
？
」
私
わ
た
し
は
モ

ノ
マ
ネ
が
得と

く

意い

。
最さ
い

近き
ん

、
母は
は

に
病
び
ょ
う

気き

が
見み

つ
か
り
手し
ゅ

術じ
ゅ
つを
し
て
、
そ
の
後ご

も
治ち

療り
ょ
うが
続つ
づ

い
て
い
る
。
そ
ん

な
母は

は

を
笑わ
ら

わ
せ
た
く
て
、
毎ま
い

日に
ち

何な
に

か
面お
も

白し
ろ

い
こ
と
が

で
き
な
い
か
考

か
ん
が
え
て
い
る
。
今き
ょ
う日
も
私
わ
た
し
は
モ
ノ
マ
ネ

を
す
る
。笑わ

ら

い
の
パ
ワ
ー
で
病

び
ょ
う

気き

に
勝か

て
る
よ
う
に
。

ばあちゃん

元
もと

喜
き

お母
かあ

さん

松
まつ

山
やま

淳
じゅん

之
の

介
すけ

母
はは

美
み

紗
さ

子
こ

（
千ち

葉ば

県け
ん
・
松ま
つ
戸ど

市し

立り
つ

北ほ
く
部ぶ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

11
歳さ
い
）

松
山

淳
之
介
さ
ん

ま
つ

じ
ゅ
ん

や
ま

の

す
け

（
青あ
お

森も
り
県け
ん
・
青あ
お

森も
り
市し

立り
つ

高た
か
田だ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

12
歳さ
い
）

間
山

元
喜
さ
ん

ま

も
と

や
ま

き

（
石い
し

川か
わ
県け
ん
・
金か
な

沢ざ
わ
市し

立り
つ

西に
し

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

11
歳さ
い
）

山
崎

美
紗
子
さ
ん

や
ま

み

ざ
き

さ
　

こ
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【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

金き
ん

は
、
お
た
か
ら
の
金き
ん

。
ぼ
く
は
、
お
と
う
さ
ん

の
た
か
ら
も
の
。
金き

ん

は
、
お
り
が
み
の
金き
ん

。
か
み
ひ

こ
う
き
を
お
っ
て
、
の
っ
て
あ
い
に
い
き
た
い
な
。

金き
ん

は
、
金き
ん

よ
う
日び

の
金き
ん

。
一い
っ

し
ゅ
う
か
ん
、
お
つ
か

れ
さ
ま
。
と
お
く
で
お
し
ご
と
を
が
ん
ば
る
お
と
う

さ
ん
に
、
金き

ん

メ
ダ
ル
を
。

おとうさん

こうしろう

（
香か

川が
わ
県け
ん
・
香か

川が
わ

大だ
い

学が
く

教
き
ょ
う

育い
く

学が
く
部ぶ

附ふ

属ぞ
く

高た
か

松ま
つ

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う 

7
歳さ
い
）

山
下 
浩
士
朗
さ
ん

や
ま

こ
う

し
た

し
　

ろ
う
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中
学
生
・
高
校
生
部
門
受
賞
者



　28

（神奈川県・湘南白百合学園中学高等学校 13 歳）

瀬 田  夕 凪 さ ん

絆 大 賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

29

現
代
で
は
手
紙
を
送
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
漢
字
を
書

け
な
い
若
者
が
多
い
と
不
安
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
ス
マ
ホ
で
遠
く
離
れ
て
住
ん
で
い
る
祖
父
母
に
「
元

気
？
」
や
「
荷
物
あ
り
が
と
う
」
と
直
接
会
え
な
い
間
も
、
電
子

で
送
る
言
葉
の
お
か
げ
で
心
の
距
離
は
い
つ
も
近
い
ま
ま
で

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
生
活
、
電
子
機
器
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
現
代
、
そ
の
中
で
も
言
葉
は
新
し

い
形
で
私
た
ち
を
繋
い
で
く
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
言
葉
と
共
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
未
来
で
待
つ

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
料
理
を
楽
し
み
に
一
つ
一
つ
出
来
る
こ
と
を

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
賞
を
い
た
だ
き
、
な
り
た
い

未
来
の
私
に
一
歩
近
付
け
た
気
が
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
中
の
人
々
が
戸

惑
い
、
迷
い
、
悩
む
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
日
常
の

中
で
感
じ
た
素
直
な
思
い
を
、
こ
の
「
券
」
と
い
う
一
字
に
託
し

た
作
者
。

　

感
受
性
豊
か
な
人
な
の
で
し
ょ
う
、
不
安
に
包
ま
れ
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
想
像
さ
れ
て
い
る
姿
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
券
」
は
そ
も
そ
も
割
符
や
手
形
の
意
味
を
持
ち
ま
す
か
ら
、

「
約
束
」
と
い
う
意
味
合
い
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
混
乱
の
中
で
、

見
え
な
い
未
来
へ
進
ん
で
い
く
し
か
な
い
私
た
ち
。
こ
の
内
容
は

多
く
の
人
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

︵
や
す
み
り
え
︶



　30

（東京都・東京都立新島高等学校 17 歳）

小 野 寺  龍 信 さ ん

絆 大 賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

31

私
は
島
で
生
ま
れ
、
海
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
海
の
い

い
所
を
幾
つ
も
知
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
仰
向
け
に
な
っ
て
浮

か
ん
で
、
波
に
揺
蕩
う
こ
と
が
好
き
で
す
。
そ
う
し
て
い
る
と
、

波
の
音
や
人
の
声
が
少
し
遠
く
な
り
、
海
と
一
つ
に
な
る
よ
う
な

気
分
に
な
れ
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の
揺
ら
ぎ
の
心
地
よ
さ
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
全

て
の
人
に
も
、
そ
の
心
地
よ
い
揺
ら
ぎ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
審
査
員
の
皆
様
、
数
多
あ
る
作
品
の
中
か

ら
私
の
作
品
を
栄
え
あ
る
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
揺
」
の
字
の
な
り
た
ち
を
字
典
で
調
べ
る
と
、
祈
る
と
き
の

行
為
で
あ
る
ら
し
い
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
野
寺
さ
ん
の
文
章
を
読
み
な
が
ら
、
審
査
員
そ
れ
ぞ
れ
に
か

つ
て
経
験
し
た
色
々
な
「
揺
れ
」
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

文
章
を
最
後
ま
で
読
み
、
小
野
寺
さ
ん
が
島
に
暮
ら
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
海
に
、
船
の
揺
れ
に
親
し
ん
で
お
ら
れ
る
か
ら
こ
そ

「
揺
れ
」
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
体
験
を
と
て
も
細
や
か
に
感
じ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
と
腑
に
落
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
野
寺
さ

ん
の
文
章
か
ら
、
「
揺
れ
」
の
心
地
よ
さ
を
自
分
の
記
憶
の
中
に

も
探
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

未
来
の
自
分
へ
と
書
か
れ
た
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
多
く
の
人

に
と
っ
て
も
優
し
く
励
ま
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

心
地
よ
い
揺
れ
に
包
ま
れ
る
よ
う
な
日
々
を
、
ど
う
ぞ
周
り
の

人
と
も
分
け
合
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
、
絆
大
賞
を
贈
り
ま
す
。

︵
華
雪
︶
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（京都府・進学塾ひかり塾 14 歳）

杉 原  翼 さ ん

日本漢字能力検定協会賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

33

私
が
、
母
に
贈
る
漢
字
を
「
強
」
に
し
た
理
由
は
看
護
師
と
し

て
の
責
任
感
が
強
く
、
患
者
さ
ん
を
第
一
に
考
え
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
、
私
が
落
ち
込
ん
で
い
た
時
に
は
、
母
持
ち
前
の
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
さ
で
、
私
を
元
気
に
し
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
漢
字

を
母
に
贈
り
ま
し
た
。

受
賞
を
知
っ
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
母
も
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

素
敵
な
賞
を
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
作
品
に
「
仕
事
」
「
働
く
」
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
「
仕
事
な
ん
だ
か
ら
、
働
か
な
け
れ
ば
」
と
い
う
固
定

観
念
と
い
う
か
、
消
極
的
な
仕
事
観
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

看
護
師
と
し
て
、
自
分
の
リ
ス
ク
よ
り
目
の
前
の
患
者
さ
ん
を

助
け
る
た
め
に
、
と
に
か
く
動
き
、
使
命
感
に
あ
ふ
れ
、
パ
ワ
フ

ル
で
「
強
」
い
お
母
さ
ん
像
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「
母
は
強
し
」
。

杉
原
さ
ん
に
と
っ
て
人
生
の
お
手
本
な
の
で
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
命
を
守
る
最
前
線
で
奮
闘

い
た
だ
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の
方
々
に
は
、
本
当
に
頭
が
下
が

り
、
感
謝
と
い
う
言
葉
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。

他
人
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
か
ら
も
「
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
」
と
言
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
︵
山
崎
信
夫
︶
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（神奈川県・聖園女学院高等学校 18 歳）

森 川  怜 美 さ ん

日本漢字能力検定協会賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

35

こ
の
度
は
、
輝
か
し
い
賞
を
頂
戴
し
、
と
て
も
光
栄
に
思
い

ま
す
。

私
が
一
番
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の
は
父
が
私
の
誕
生
日
を
祝
っ

て
く
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
完
璧
で
は
な
い
字
で
「
手
紙
」
を

送
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
小
さ
い
綺
麗
な
カ
ー
ド
に
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ

Ｙ　

Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｙ
！
と
だ
け
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

短
く
も
あ
り
、
長
く
も
あ
る
、
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
意
味
あ

る
父
ら
し
い
文
で
し
た
。

「
紡
ぐ
」
と
い
う
言
葉
は
、
糸
を
作
る
こ
と
な
ど
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
貴
重
で
、
形
は
様
々
な

も
の
を
「
一
つ
に
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
い
ま
し
た
。

今
は
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
言
葉
や
文
字
か
ら
引
き
出

さ
れ
た
父
と
私
の
間
を
結
ぶ
想
い
の
糸
が
ど
こ
ま
で
も
い
つ
ま
で

も
切
れ
る
こ
と
な
く
繋
が
っ
て
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
途
切
れ
か
け
て
い
た
言
葉
の
糸
を
紡
い
で
く
れ
た
手
紙
」
。

歌
に
で
て
く
る
よ
う
な
、
哀
感
に
溢
れ
た
素
晴
ら
し
い
表
現

で
す
。

お
父
さ
ん
は
、
脳
梗
塞
に
よ
っ
て
、
言
葉
が
不
自
由
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
森
川
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
お
父
さ
ん
と

い
っ
ぱ
い
話
し
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
え
な
が
ら
、
半
分
諦
め
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
森
川
さ
ん
の
誕
生
日
に
、
お
父
さ
ん
か
ら
手
紙
が
⁝
。

手
を
震
わ
せ
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
、
必
死
に
書
い
た
と
わ

か
る
文
字
。
お
父
さ
ん
の
愛
情
が
手
書
き
の
文
字
に
表
れ
て
い
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

「
書
は
心
画
な
り
︵
書
心
画
也
︶
」
。

I
T
機
器
全
盛
の
時
代
で
す
が
、
気
持
ち
が
よ
り
伝
わ
る
の

は
、
や
は
り
手
書
き
の
文
だ
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
作
品
で
し

た
。
手
書
き
文
化
を
大
切
に
守
り
た
い
も
の
で
す
。

森
川
さ
ん
、
お
父
さ
ん
と
言
葉
の
糸
を
ま
す
ま
す
太
く
「
紡
」

い
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
︵
山
崎
信
夫
︶
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（東京都・目黒日本大学中学校 13 歳）

尾 崎  彰 伸 さ ん

審査員賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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担
任
の
先
生
に
受
賞
し
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
時
、
５
秒
ほ
ど

思
考
が
止
ま
る
ほ
ど
驚
き
、
そ
の
あ
と
今
ま
で
に
な
い
ほ
ど
の
喜

び
を
か
み
し
め
、
友
人
達
も
一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
た
の
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
が
経
ち
僕
は
中
学
生
に
な
れ
ま

し
た
。

＂
早
く
逃
げ
ろ
＂
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
消
防
士
さ
ん
、
水
を

わ
け
て
く
れ
た
お
じ
さ
ん
、
お
か
ゆ
や
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
く
れ

た
人
、
日
本
の
ど
こ
か
ら
か
わ
か
ら
な
い
け
ど
毛
布
を
送
っ
て
く

れ
た
人
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に
ぼ
く
は
支
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
に
は
何
が
出
来
る
の
か
考
え
た
い

で
す
。

実
体
験
だ
か
ら
こ
そ
の
言
葉
に
、
審
査
員
一
同
思
わ
ず
涙
が

こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
「
支
」
は
、
竹
や
木
の
枝
を
手
に
し
て
い
る
形

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
か
。
そ
こ
か
ら
「
さ
さ
え
る
、
枝
を
払

う
」
と
い
う
意
味
を
伝
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と

つ
こ
の
漢
字
は
「
分
け
る
」
と
い
う
意
味
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

て
、
寒
さ
の
中
で
上
着
を
分
け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
奇
し
く
も
重

な
っ
て
い
ま
す
。
今
も
手
紙
の
や
り
と
り
が
あ
る
と
の
こ
と
、
人

と
人
の
繋
が
り
は
何
よ
り
の
心
の
支
え
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
て

く
れ
た
作
品
で
し
た
。
︵
や
す
み
り
え
︶
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（高知県・いの町立伊野南中学校 14 歳）

吉 本  渚 さ ん

審査員賞



受
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査
員
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受
賞
を
聞
い
た
と
き
、
会
場
と
な
る
場
所
を
知
る
ま
で
は
、
た

だ
「
そ
う
な
ん
だ
」
と
し
か
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
て
っ
き

り
県
内
だ
け
の
話
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
会
場
が
京
都
だ
と
聞

い
て
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
伝
え
た
い
想
い
が
審

査
員
の
皆
さ
ん
の
心
に
響
い
た
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
の
と
、
こ
ん
な
私
で
い
い
の
か
、
他
の
人
の

素
晴
ら
し
い
作
品
の
中
に
私
の
も
の
が
あ
っ
て
も
い
い
の
か
不
安

に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
が
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
品
を

決
め
た
の
は
、
副
賞
が
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
な
、
と
い
う
私
欲
か

ら
で
し
た
。
で
も
、
母
へ
の
伝
え
た
い
こ
と
、
贈
り
た
い
漢
字
へ

込
め
た
想
い
は
、
誰
の
作
品
に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
す
。

今
は
入
院
し
て
い
る
母
で
す
が
、
入
院
し
て
か
ら
も
母
は
母
親
の

鏡
の
よ
う
な
人
で
、
変
わ
ら
ず
愛
を
注
い
で
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な

母
に
、
少
し
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
、
と
書
い
た

作
品
で
す
。
不
純
な
理
由
か
ら
出
品
し
た
作
品
で
す
が
、
審
査
員

賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
世
代
に
よ
っ
て
、
価
値
観
は
さ
ま
ざ
ま
。

祖
母
、
母
、
娘
⁝
物
事
の
感
じ
方
は
違
っ
て
当
た
り
前
な
の
で

し
ょ
う
。
そ
う
分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

う
ま
く
嚙
み
合
わ
な
い
時
の
歯
が
ゆ
さ
や
苛
立
ち
、
私
も
多
々
味

わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作
者
は
「
鏡
」
と
い
う
文
字
に
そ
の

気
持
ち
を
収
め
ま
し
た
。
「
言
葉
で
心
を
整
理
す
る
」
っ
て
と
て

も
利
口
で
素
敵
で
す
。
も
し
か
す
る
と
祖
母
に
贈
り
た
い
漢
字
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
作
者
が
成
長

を
重
ね
る
ご
と
に
違
う
漢
字
に
変
化
し
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
︵
や
す
み
り
え
︶
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（福岡県・福岡市立下山門中学校 16 歳）

森  明 日 香 さ ん

審査員賞
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こ
の
度
は
、
審
査
員
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
さ
か
受
賞
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

本
当
に
驚
き
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
方
も
祝
福
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

祖
父
は
お
酒
が
大
好
き
で
、
夕
ご
は
ん
の
際
に
は
必
ず
コ
ッ
プ

に
注
が
れ
て
い
ま
す
。
夏
に
な
る
と
必
ず
か
か
っ
て
く
る
一
本
の

電
話
。
こ
の
年
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
時
、
す
で
に
コ
ン
テ
ス

ト
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
私
は
、
あ
の
１０
円
の
件
の
仕
返
し
を
し

よ
う
と
早
く
か
ら
心
に
決
め
て
い
ま
し
た
。

プ
チ
復
讐
の
念
と
コ
ロ
ナ
禍
で
も
健
康
に
と
い
う
気
持
ち
を

１
２
０
％
つ
め
た
「
酒
」
は
、
と
っ
く
に
祖
父
の
胃
袋
の
中
で

し
ょ
う
。

お
も
し
ろ
く
て
大
好
き
な
祖
父
が
長
生
き
し
て
く
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
私
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
健
康
な
「
酒
」
を
毎
年
送

り
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん
と
明
日
香
さ
ん
の
楽
し
い
や
り
と
り
が
描
か
れ

て
い
ま
す
ね
。
そ
の
す
べ
て
が
「
酒
」
の
一
文
字
に
ギ
ュ
ッ
と
濃

縮
さ
れ
た
よ
う
な
印
象
で
す
。
流
れ
る
水
の
象
形
と
、
酒
壺
の
象

形
の
「
酉
」
の
組
み
合
わ
せ
で
成
り
立
っ
た
「
酒
」
。
ち
な
み
に

こ
の
漢
字
の
部
首
は
「
さ
ん
ず
い
」
で
は
な
く
「
と
り
へ
ん
」
な

ん
で
す
ね
。
確
か
に
「
酔
」
「
酌
」
と
い
っ
た
よ
う
に
お
酒
に
ま

つ
わ
る
意
味
を
表
す
漢
字
に
は
「
と
り
へ
ん
」
が
登
場
し
ま
す
。

「
酒
」
と
い
う
一
字
を
お
く
ら
れ
た
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ま
す
ま
す
呑

み
た
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︵
笑
︶
。

︵
や
す
み
り
え
︶
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（愛媛県・済美高等学校 16 歳）

森  愛 咲 さ ん

審査員賞
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
さ
か
受
賞
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
受
賞
の

知
ら
せ
を
聞
い
た
時
は
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
作
品
に
は
、
天
国
に
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
こ
め
ま
し
た
。
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
落
ち
こ
ん
だ

時
に
は
い
つ
も
日
記
を
通
し
て
伝
え
て
く
れ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
き
っ
と
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、

こ
の
言
葉
は
私
の
記
憶
か
ら
は
離
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま

す
。
私
に
と
っ
て
宝
物
で
す
。

優
し
く
て
、
常
に
人
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
私
は
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
謙
虚
で
優
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

よ
う
な
人
間
に
な
れ
る
よ
う
、
一
日
一
日
笑
顔
で
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
記
」
の
字
は
糸
を
整
え
る
糸
巻
き
の
か
た
ち
が
な
り
た
ち
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

短
い
文
章
か
ら
も
、
森
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ま
と
の
暖
か
な
や
り

と
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。
お
ば
あ
さ
ま
が
一
日
だ
け

く
だ
さ
っ
た
返
事
の
こ
と
ば
は
、
森
さ
ん
の
日
々
を
整
え
る
糸
巻

き
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

大
切
な
こ
と
ば
や
出
来
事
は
、
存
外
些
細
で
あ
る
こ
と
が
多

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
心
に
深
く
小
さ
く
留
ま
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

「
あ
し
た
は
き
ょ
う
よ
り
た
の
し
い
ひ
に
な
り
ま
す
よ
う

に
」
。

今
の
時
代
、
多
く
の
人
に
届
い
て
ほ
し
い
こ
と
ば
に
も
思
え
ま

す
。
大
切
な
お
ば
あ
さ
ま
と
の
思
い
出
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
森

さ
ん
の
気
持
ち
に
審
査
員
賞
を
贈
り
ま
す
。
︵
華
雪
︶
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（神奈川県・東海大学付属相模高等学校 17 歳）

森 田  空 さ ん

審査員賞
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５０
分
と
い
う
短
い
授
業
時
間
の
中
で
書
い
た
文
章
だ
っ
た
の

で
す
が
、
審
査
員
の
方
の
目
に
留
ま
る
内
容
が
か
け
て
と
て
も
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
作
品
内
に
書
い
て
あ
る
中
学
一
年
生
の
時
の
私

は
、
こ
の
よ
う
な
文
章
が
書
け
る
ほ
ど
の
心
の
余
裕
は
な
く
、
将

来
に
不
安
を
抱
え
な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
過
去
の
話

と
し
て
作
品
に
で
き
る
ま
で
元
気
に
な
り
良
か
っ
た
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
は
普
通
に
学
校
に
通
う
こ
と
が

出
来
て
い
て
、
来
年
度
か
ら
は
大
学
生
に
な
り
ま
す
。
病
気
だ
っ

た
頃
を
忘
れ
ず
、
無
駄
に
せ
ず
一
つ
の
大
切
な
経
験
と
し
て
こ
れ

か
ら
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
度
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
今
」
の
字
の
な
り
た
ち
は
、
蓋
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
字
典

に
あ
り
ま
す
。
蓋
を
あ
ら
わ
す
か
た
ち
が
ど
う
し
て
時
間
と
し
て

の
︿
今
﹀
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

り
ま
す
。
蓋
が
ぴ
っ
た
り
合
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
こ
の
瞬
間

︱
︱
今
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

過
去
の
自
分
を
振
り
返
り
、
当
時
を
丁
寧
に
思
い
返
し
、

「
今
」
と
い
う
字
を
見
出
さ
れ
た
森
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
ま
た
何

か
し
ん
ど
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
今
」
の
字
と
ま
っ
す

ぐ
に
向
き
合
わ
れ
た
森
田
さ
ん
は
き
っ
と
乗
り
越
え
て
ゆ
か
れ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

中
学
一
年
生
の
私
へ
贈
ら
れ
た
高
校
三
年
生
の
森
田
さ
ん
の
こ

と
ば
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、

過
去
の
森
田
さ
ん
へ
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
目
に
し
た
他
の
多
く

の
人
へ
も
届
く
こ
と
ば
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
勇
気
に
審
査
員
賞

を
お
贈
り
し
ま
す
。
︵
華
雪
︶
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（神奈川県・東海大学付属相模高等学校 18 歳）

小 田 桐  幸 菜 さ ん

審査員賞
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漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
た
、
と
聞
い
た
時
は
大
変
驚
き
ま

し
た
。
数
あ
る
作
品
の
中
で
審
査
員
賞
に
選
ん
で
頂
け
た
こ
と
、

大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

青
は
私
の
好
き
な
漢
字
の
一
つ
で
す
。
漢
字
の
可
変
性
や
言

葉
の
意
味
が
持
つ
面
白
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
青
は
私
の
好
き
な
色
で
も
あ
り
ま
す
。

透
き
通
る
空
や
美
し
い
海
の
色
で
あ
る
青
を
見
て
い
る
と
自
然

と
心
が
穏
や
か
に
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
「
青
」
で
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
改
め
て
漢
字
の
奥
深
さ
に
気
づ
か
さ
れ

ま
し
た
。
漢
字
の
知
識
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

高
校
卒
業
を
前
に
「
青
」
の
字
の
連
想
を
通
じ
て
、
小
田
桐
さ

ん
が
自
分
自
身
を
静
か
に
客
観
的
に
見
つ
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
も
は
や
弱
気
で
は
な

く
、
小
田
桐
さ
ん
の
新
し
い
一
歩
を
眼
差
す
力
強
さ
さ
え
感
じ

ま
す
。

漢
字
が
生
ま
れ
た
中
国
古
代
に
お
け
る
色
彩
の
基
本
は
「
五

采
︵
さ
い
︶
」
、
「
黒
︵
玄
︶
・
黄
・
朱
︵
赤
︶
・
白
・
蒼

︵
青
︶
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
色
彩
は
、
単
な
る
色
の
名

前
や
色
の
感
じ
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
連
想
さ
れ
た
り
、

そ
の
色
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
も
の
を
、
色
を
か
り
て
表
現
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
感
覚
は
、
の
ち
の
美

術
や
文
学
に
も
大
き
く
影
響
し
、
日
本
文
化
の
中
で
も
い
ま
な
お

生
き
る
感
覚
で
す
。

「
青
」
が
表
現
し
て
い
る
も
の
は
、
木
や
春
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

春
は
、
植
物
が
芽
吹
き
、
生
き
物
が
活
発
に
動
き
は
じ
め
る
季

節
で
す
。
小
田
桐
さ
ん
の
出
会
わ
れ
た
「
青
」
が
、
こ
れ
か
ら
の

新
た
な
日
々
を
鮮
や
か
に
彩
っ
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
思
い
を
込
め

て
、
審
査
員
賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。
︵
華
雪
︶
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

山本篤選手

自分

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
山
本
篤
選
手
の
幅
跳
び
の

ジ
ャ
ン
プ
を
見
ま
し
た
。
そ
の
堂
々
と
し
た
姿
に
衝

撃
を
受
け
感
動
し
ま
し
た
。
僕
は
、同
じ
ジ
ャ
ン
パ
ー

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
観
客
が
い
な
い
中
、
山
本
選

手
が
皆
に
手
拍
子
を
求
め
る
姿
を
見
て
、
心
の
底
か

ら
力
い
っ
ぱ
い
声
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
長
野
県
・
御
代
田
町
立
御
代
田
中
学
校  

12
歳
）

井
上

成
さ
ん

リボン

斉藤礼

私
は
新
体
操
を
し
て
い
る
。
五
つ
の
種
目
の
中
で

も
リ
ボ
ン
が
好
き
だ
。
き
っ
と
皆
は
優
雅
で
美
し
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
通
り
だ
。
だ
が
そ
の

美
し
さ
の
中
に
は
、
筋
力
や
ハ
リ
と
い
っ
た
力
強
さ

が
必
要
だ
。
そ
の
キ
ツ
さ
は
演
技
で
は
隠
す
。
真
の

美
し
さ
に
向
っ
て
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
よ
ろ
し

く
ね
。

（
熊
本
県
・
熊
本
市
立
出
水
中
学
校  

14
歳
）

斉
藤

礼
さ
ん

「
す
ご
い
！
大
き
い
！
」
夏
に
な
る
と
う
ち
の
庭

に
咲
い
た
向
日
葵
の
前
で
、
そ
ん
な
言
葉
が
聞
こ
え

ま
す
。
毎
年
、
立
派
に
育
つ
の
で
、
通
り
か
か
る
人

に
驚
き
と
笑
顔
を
与
え
ま
す
。
そ
ん
な
向
日
葵
に「
笑

う
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
「
咲
」
を
贈
り
ま
す
。
人
々

の
笑
顔
を
、
毎
年
あ
り
が
と
う
。

（
東
京
都
・
八
王
子
市
立
第
五
中
学
校  

13
歳
）

眞
田

し
お
り
さ
んうちの庭に咲く向日葵

次女のしおり
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

おとーちゃん

史寿

ぼ
く
は
幼
稚
園
の
頃
か
ら
お
と
ー
ち
ゃ
ん
と
二
人

暮
ら
し
で
、
お
と
ー
ち
ゃ
ん
の
手
形
と
小
さ
い
こ
ろ

の
ぼ
く
の
手
形
を
紙
に
写
し
取
っ
て
、「
男
二
人
で

頑
張
ろ
う
」
と
書
い
て
あ
る
物
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ぼ
く
と
お
と
ー
ち
ゃ
ん
の
男
二

人
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
！

（
大
阪
府
・
大
阪
市
立
天
満
中
学
校  

14
歳
）

中
井 

史
寿
さ
ん

ピアノ

ぼく

ぼ
く
は
生
ま
れ
つ
き
あ
ま
り
声
が
出
な
い
体
質

だ
。
そ
の
た
め
友
達
が
あ
ま
り
で
き
ず
学
校
に
行
く

こ
と
を
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ピ
ア
ノ
に
出
会
っ
て
か
ら
は
生
活
が
一
変
し
た
。
ピ

ア
ノ
は
ぼ
く
を
大
き
く
か
え
て
く
れ
た
。
ピ
ア
ノ
に

は
自
分
の
声
で
「
あ
り
が
と
う
。」
と
言
い
た
い
。

（
東
京
都
・
国
分
寺
市
立
第
三
中
学
校  

14
歳
）

鈴
木 
快
さ
ん

友人

惺

ご
飯
を
買
い
に
コ
ン
ビ
ニ
へ
行
こ
う
と
し
、
ド
ア

を
開
け
る
と
、
友
人
が
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
。

ふ
と
、
友
人
が
出
る
大
会
が
週
末
だ
と
い
う
こ
と
を

思
い
出
し
、
ビ
ッ
グ
カ
ツ
を
買
っ
て
き
て
や
ろ
う
と

走
り
出
し
た
。
帰
宅
後
、ビ
ッ
グ
カ
ツ
を
渡
し
に
行
っ

た
。「
勝
て
よ
」
と
い
う
気
持
ち
を
添
え
て
。

（
北
海
道
・
北
海
道
教
育
大
学
附
属
函
館
中
学
校  

15
歳
）

関 

悠
惺
さ
ん
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

私
は
小
さ
い
時
か
ら
お
母
さ
ん
に
「
目
配
り
、
気

配
り
、
心
配
り
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
ん
だ
よ
。」
と
教

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
今
で
は
視
野

を
広
く
し
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
周
り
の
人

の
こ
と
も
気
に
か
け
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
、
素
敵
な
言
葉
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。

（
北
海
道
・
北
海
道
教
育
大
学
附
属
函
館
中
学
校  

14
歳
）

花
田

美
優
さ
ん

お母さん

美優

「　

」
の
漢
字
に
は
殆
ど
良
い
意
味
が
無
い
ん
だ

け
ど
「
癒
」
と
い
う
漢
字
は
好
き
な
ん
だ
。
コ
ロ
ナ

禍
で
会
い
に
行
く
の
も
我
慢
し
て
い
る
け
れ
ど
、
じ

い
じ
が
手
紙
や
特
産
品
を
送
っ
て
く
れ
る
度
に
癒
さ

れ
て
い
る
よ
。
何
故
か
と
い
う
と
、
箱
を
開
け
た
途

端
、じ
い
じ
の
家
の
懐
か
し
い
匂
い
が
す
る
か
ら
ね
。

（
神
奈
川
県
・
川
崎
市
立
塚
越
中
学
校  

13
歳
）

福
永

伊
智
子
さ
ん熊本のじいじ

川崎の孫

私
と
母
は
と
っ
て
も
似
て
い
ま
す
。
あ
せ
り
方
や

あ
る
で
き
ご
と
に
た
い
し
て
の
感
じ
方
、
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
が
同
じ
で
す
。
最
近
は
、
私
の
背
が
の
び
て

お
い
つ
い
た
の
で
背
格
好
が
そ
っ
く
り
に
な
り
ま
し

た
。
声
も
似
て
い
る
の
で
、
電
話
を
か
け
て
き
た
人

は
、
だ
い
た
い
間
違
え
ま
す
。
そ
れ
が
う
れ
し
い

で
す
。

（
静
岡
県
・
裾
野
市
立
東
中
学
校  

13
歳
）

細
谷

結
菜
さ
ん

母

細谷結菜

や
ま
い
だ
れ
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

高校野球選手の皆様

安陪充貴

私
は
、
夏
に
な
る
と
甲
子
園
高
校
野
球
の
中
継
を

楽
し
み
に
観
て
い
ま
す
。
私
は
脳
性
ま
ひ
で
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
選
手
達
の
一
生
懸
命

な
プ
レ
ー
を
観
て
い
る
と
、
と
て
も
心
が
熱
く
な
り

感
動
し
ま
す
。
今
年
の
夏
も
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い

る
姿
に
、
こ
の
漢
字
を
贈
り
ま
す
。

（
岡
山
県
・
岡
山
県
立
岡
山
支
援
学
校  

16
歳
）

安
陪 

充
貴
さ
ん

兄

妹

あ
な
た
は
部
活
動
が
忙
し
い
中
必
死
で
勉
強
を

し
、
高
校
三
年
生
現
役
で
警
察
学
校
に
合
格
し
ま
し

た
。
あ
な
た
は
葉
脈
の
よ
う
な
人
脈
や
、
自
分
が
思

う
こ
と
を
突
き
通
す
ぶ
れ
な
い
幹
を
か
ね
そ
ろ
え
た

樹
木
の
よ
う
な
人
で
す
。
こ
れ
か
ら
沢
山
苦
労
す
る

で
し
ょ
う
、
十
カ
月
後
に
は
大
樹
に
な
っ
て
帰
っ
て

き
て
ね
。

（
大
阪
府
・
大
阪
市
立
汎
愛
高
等
学
校  

16
歳
）

國
見 

砂
星
さ
ん

おばあちゃん

芽依

私
は
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
昔
、
音
楽
の
先
生
で
し
た
。
今
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
病
気
で
目
が
見
え
ま
せ
ん
。
私
の
顔

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
届
け
ら

れ
る
精
一
杯
の
贈
り
物
は
私
の
ピ
ア
ノ
の
音
色
で

す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
私
の
「
音
」
を
贈
り

ま
す
。

（
沖
縄
県
・
那
覇
市
立
寄
宮
中
学
校  

14
歳
）

宮
里 
芽
依
さ
ん



　52

佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

昨
日
の
私
は
自
分
の
手
に
余
る
ほ
ど
忙
し
く
て
何

事
に
も
手
荒
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な

昨
日
の
私
に
は
猫
の
手
で
も
貸
し
た
い
で
す
が
、
そ

ん
な
も
の
を
貸
し
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
、

と
り
あ
え
ず
自
分
の
手
で
手
当
た
り
次
第
頑
張
っ
た

昨
日
の
自
分
に
今
日
の
私
か
ら
拍
手
を
贈
り
ま
す
。

（
長
野
県
・
長
野
県
中
野
西
高
等
学
校  

17
歳
）

熊
井

心
絃
さ
ん

昨日の私

今日の私

学
校
に
行
け
て
い
な
い
今
の
日
常
か
ら
本
気
で
抜

け
出
し
た
い
な
と
思
っ
た
な
ら
、
ど
ん
な
些
細
な
こ

と
で
も
い
い
か
ら
昨
日
と
は
違
う
行
動
を
と
っ
て
み

て
ほ
し
い
。
そ
の
一
歩
は
思
っ
て
い
る
よ
り
も
大
き

く
、
自
信
に
繋
が
る
と
思
う
。
一
歩
一
歩
を
大
切
に

し
て
い
た
ら
、気
づ
け
ば
ゴ
ー
ル
は
見
え
て
る
は
ず
。

（
和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
立
和
歌
山
高
等
学
校  

17
歳
）

熊
﨑

彩
乃
さ
ん

弟

姉

あ
な
た
と
は
高
校
に
入
っ
て
出
会
い
ま
し
た
。
第

一
印
象
は
「
す
ご
い
大
人
し
そ
う
」
で
す
。
話
し
て

み
た
く
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
交
換
し
ま
し
た
。
そ
し
た

ら
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
お
も
し
ろ
く
て
そ
の
日
か

ら
、
全
て
が
か
わ
い
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
塩
対
応
で
脈
ナ
シ
だ
け
ど
片
想
い
頑
張
り
ま
す
。

（
広
島
県
・
岡
山
龍
谷
高
等
学
校  

15
歳
）

熊
手

く
る
み
さ
ん好きな人

私
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

監督

玲

あ
る
大
会
で
３
位
に
な
っ
た
時
悔
し
い
あ
ま
り
そ

の
競
技
を
辞
め
そ
う
に
な
る
く
ら
い
落
ち
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
監
督
が
銅
は
金
と
同
じ
と

書
く
か
ら
自
信
持
っ
て
次
頑
張
り
な
さ
い
。
と
言
っ

て
く
れ
て
そ
の
お
か
げ
で
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
東
京
都
・
杉
並
学
院
高
等
学
校  

15
歳
）

小
林 
玲
さ
ん

妹

兄

一
番
下
の
妹
は
や
っ
と
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
幼
く
て
可
愛
い
の
で
、
沢
山
甘
や
か
し
て
し
ま

い
ま
す
。
今
は
ま
だ
僕
と
仲
良
く
し
て
く
れ
て
い
る

け
れ
ど
、
ど
ん
ど
ん
育
っ
て
い
っ
て
そ
の
う
ち
可
愛

い
が
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
思
う
と
悲
し
い
の

で
、
一
生
今
の
ま
ま
か
ら
育
た
な
い
で
く
だ
さ
い
。

（
千
葉
県
・
千
葉
県
立
船
橋
法
典
高
等
学
校  

17
歳
）

武
田 

永
幸
さ
ん

両親

私

私
は
三
人
家
族
で
す
。
三
の
一
画
目
は
前
へ
突
き

進
ん
で
道
を
開
い
て
く
れ
る
父
、
三
画
目
は
ど
っ
し

り
と
後
ろ
か
ら
私
達
を
守
っ
て
く
れ
る
母
、
そ
し
て

二
画
目
は
そ
ん
な
父
と
母
か
ら
狭
ま
れ
て
守
ら
れ
て

い
る
私
。
い
つ
も
反
抗
し
て
し
ま
う
今
だ
か
ら
こ
そ

三
を
大
好
き
な
両
親
へ
贈
り
ま
す
。

（
熊
本
県
・
熊
本
信
愛
女
学
院
高
等
学
校  

16
歳
）

中
村 

優
希
さ
ん

銅
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
つ
も
朝
ご
は
ん
に
作
っ
て
く

れ
た
ふ
わ
ふ
わ
の
分
厚
い
パ
ン
ケ
ー
キ
が
た
ま
に
食

べ
た
く
な
り
ま
す
。
も
う
何
年
も
顔
を
見
て
な
い

し
、
国
境
を
越
え
な
い
と
会
え
な
い
け
れ
ど
、
持
ち

前
の
笑
顔
で
元
気
に
過
ご
せ
て
い
ま
す
よ
う
に
。
会

え
た
時
に
は
パ
ン
ケ
ー
キ
の
レ
シ
ピ
を
教
え
て
ね
。

（
東
京
都
・
東
京
都
立
一
橋
高
等
学
校  

18
歳
）

バ
ラ
ヒ
ル
エ
ラ
イ
シ
ャ
さ
ん

おばあちゃん

エライシャ

東
日
本
大
震
災
の
日
の
夜
。
停
電
し
た
家
の
中
で

食
べ
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
覚
え
て
ま
す

か
。
う
つ
む
く
私
の
所
に
み
ん
な
が
「
生
き
よ
」
っ

て
麺
を
足
し
て
入
れ
て
く
れ
た
。
冷
た
い
水
で
作
っ

た
は
ず
な
の
に
、
す
ご
く
暖
か
か
っ
た
。
心
が
ホ
ッ

と
し
た
。
そ
の
時
の
感
謝
を
込
め
て「
暖
」を
贈
る
ね
。

（
千
葉
県
・
開
智
日
本
橋
学
園
高
等
学
校  

17
歳
）

焼
山

美
羽
さ
ん

家族

十七の私
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大
学
生
・
一
般
部
門
受
賞
者
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（山口県・教員）

山 平  妙 子 さ ん

絆 大 賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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勤
務
先
の
学
校
の
掲
示
板
に
「
今
、
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢

字
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
娘
﹃
妙

華
﹄
と
一
緒
に
追
い
か
け
た
夢
が
、
今
、
実
現
で
き
て
い
る
こ
と

を
知
ら
せ
た
い
と
思
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。

受
賞
の
連
絡
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

報
告
を
受
け
、
私
の
想
い
が
届
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。

５
年
た
っ
た
今
で
も
、
娘
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

現
実
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も
、
何
も
し
な
い

で
い
つ
ま
で
も
立
ち
止
ま
っ
て
い
た
ら
、
悲
し
み
に
お
し
つ
ぶ
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
娘
も
悲
し
む
と
思
う
の
で
、
前
を

向
い
て
進
ん
で
い
こ
う
と
決
め
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
応
募
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
心
の
中
の
娘
が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
娘
と

共
に
少
し
ず
つ
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

＂祝＂
大
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
、
実
現
さ
せ
る
た
め
に
色
紙
に
書
い
た
言
の
葉

「
中
学
校
英
語
教
師
に
な
る
」
。

運
命
と
は
何
だ
ろ
う
、
志
半
ば
で
天
国
へ
と
旅
立
っ
て
し
ま
っ

た
。
お
腹
を
痛
め
て
産
ん
だ
命
。
お
母
様
の
お
気
持
ち
を
察
す
る

と
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
す
。

し
か
し
、
お
母
様
は
、
娘
さ
ん
の
書
い
た
「
夢
」
を
「
言
の

葉
」
を
受
け
継
ぐ
決
心
を
さ
れ
、
自
ら
が
英
語
教
師
に
な
り
ま

し
た
。

日
々
、
生
徒
達
に
教
鞭
を
執
る
、
お
母
様
の
眼
差
し
は
、
娘
さ

ん
の
魂
と
一
つ
に
な
っ
て
、
日
本
の
将
来
を
育
て
て
い
る
の

で
す
ね
。

娘
と
母
の
魂
の
リ
レ
ー
、
百
年
後
、
千
年
後
に
語
り
継
ぎ
た
い

物
語
で
す
。
命
︵
ゴ
ル
ゴ
松
本
︶
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（埼玉県・主婦）

見 澤  富 子 さ ん

日本漢字能力検定協会賞

息
子

母

「
成
長
し
て
も
小
さ
く

な
ら
な
い
も
の
は
？
」

こ
れ
は
息
子
の
な
ぞ
な

ぞ
。
結
局
そ
の
答
え
は

　

の
ま
ま
息
子
は
四
十
歳
に
。
し
か

し
去
年
そ
ん
な
彼
が
長
年
勤
め
た
会

社
を
辞
め
、
医
学
部
に
入
り
直
し　

全
て
は
小
児
が
ん
の
子
供
を
救
う

成
長
し
て
も
小
さ
く
な
ら
な
い
も

そ
れ
は
夢
だ
。

。。。
た為の
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こ
の
度
は
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
に
お
選
び
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
初
に
受
賞
の
ご
連
絡
を
頂
い
た

時
は
「
ま
さ
か
」
と
い
う
感
じ
で
大
変
驚
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
ま
り
良
い
ニ
ュ
ー
ス
が
な
か
っ
た
時
に
大
変
喜
ば
し
い
知
ら

せ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
最
近
は
身
体
の
不
調
に
悩
ま
さ
れ
、
子

ど
も
達
の
活
躍
が
生
き
甲
斐
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
い
く
つ

に
な
っ
て
も
夢
を
諦
め
な
い
息
子
の
姿
に
は
親
と
し
て
も
感
心
し

て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
そ
れ
ぞ
れ
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

て
い
る
の
も
事
実
。
し
か
し
息
子
を
見
て
い
る
と
私
も
頑
張
ろ
う

と
思
え
る
の
で
す
。
子
ど
も
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
で
す
ね
。
こ

れ
か
ら
も
息
子
を
応
援
し
な
が
ら
悔
い
の
無
い
人
生
を
歩
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

幼
い
頃
の
息
子
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
「
な
ぞ
な
ぞ
」
。

お
母
さ
ん
は
、
答
え
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
お
そ
ら
く
、
そ
ん

な
「
な
ぞ
な
ぞ
」
も
忘
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
40
歳
に
な
っ
た
息
子
さ
ん
か
ら
、
会
社
勤
め
を
辞

め
、
小
児
が
ん
の
子
供
を
救
う
た
め
に
医
学
の
道
に
進
む
と
伝

え
ら
れ
、
遠
い
記
憶
の
「
な
ぞ
な
ぞ
」
を
思
い
出
し
た
の
で

し
ょ
う
。

な
ぞ
な
ぞ
の
答
え
は
「
夢
」
だ
と
わ
か
っ
た
お
母
さ
ん
。

仕
事
を
こ
な
し
な
が
ら
、
夢
を
あ
き
ら
め
ず
努
力
し
続
け
て
き

た
息
子
さ
ん
も
素
晴
ら
し
い
で
す
が
、
こ
ん
な
何
気
な
い
日
常
の

遊
び
ま
で
覚
え
て
い
た
お
母
さ
ん
の
愛
情
深
さ
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

息
子
さ
ん
が
、
り
っ
ぱ
な
お
医
者
さ
ん
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
︵
山
崎
信
夫
︶



　60

（岡山県・公務員）

岩 中  幹 夫 さ ん

審査員賞

輝 保
健
の
先
生

み
き

子
供
の
頃
、
顔
に
あ
る

傷
跡
を
気
に
し
て
い
た

私
に
、
保
健
の
先
生
が

あ
る
も
の
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
中
に
ヒ
ビ
が

入
っ
た
水
晶
で
、
日
光
に
か
ざ
す
と

ヒ
ビ
の
部
分
が
綺
麗
に
輝
い
て
見
え

ま
し
た
。
こ
の
傷
を
「
輝
き
」
に
変

え
て
く
れ
た
先
生
に
、
こ
の
漢
字
を

贈
り
た
い
で
す
。
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こ
の
た
び
は
、
輝
か
し
い
賞
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
、
あ
の
日
先
生
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
、

中
に
傷
の
入
っ
た
水
晶
を
買
い
ま
し
た
。
日
光
に
透
か
し
て
見
る

と
、
あ
の
日
の
感
動
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

特
に
子
供
の
と
き
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
体
験
や
小
さ
な
一
言
に

よ
っ
て
、
そ
の
後
の
道
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
だ
と
改
め
て

思
い
ま
す
。
傷
を
輝
き
に
変
身
さ
せ
ら
れ
る
先
生
の
よ
う
な
人
が

一
人
で
も
増
え
れ
ば
、
も
っ
と
よ
い
世
の
中
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

一
生
懸
命
生
き
て
い
る
と
、
身
体
や
心
に
傷
を
負
っ
て
い
く
も

の
で
す
が
、
そ
れ
を
輝
き
に
変
え
る
よ
う
な
人
生
を
送
っ
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

こ
の
賞
に
関
わ
ら
れ
た
す
べ
て
の
方
の
行
く
先
に
、
輝
き
を
。

こ
の
地
球
に
は
、
素
晴
ら
し
い
先
生
が
居
て
く
れ
て
、
未
来
は

安
心
出
来
ま
す
ね
。

小
さ
な
子
供
の
時
に
顔
に
大
き
な
傷
跡
が
あ
る
と
、
周
り
に
ジ

ロ
ジ
ロ
見
ら
れ
て
、
原
因
を
聞
か
れ
て
、
イ
ジ
ら
れ
た
り
し
て
、

と
て
も
辛
い
時
を
過
ご
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

そ
ん
な
子
供
の
表
情
を
見
逃
さ
ず
に
い
た
保
健
の
先
生
は
、
素

敵
な
凄
く
素
晴
ら
し
い
先
生
で
す
ね
。

そ
し
て
水
晶
を
使
っ
て
傷
つ
い
た
子
供
の
心
を
ち
ゃ
ん
と
癒

や
し
ま
し
た
、
諭
し
ま
し
た
。
心
が
健
康
を
保
ち
ま
し
た
ね
。
さ

す
が
保
健
の
先
生
‼ 
中
々
出
来
る
事
で
は
な
い
で
す
よ
ね
！
し
か

も
、
そ
の
傷
を
輝
き
に
変
え
て
し
ま
う
と
は
、
ま
さ
に
マ
ジ
シ
ャ

ン
で
す
。
ひ
と
り
の
子
供
の
そ
こ
か
ら
の
未
来
ま
で
変
え
た
保
健

の
マ
ジ
シ
ャ
ン
先
生
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‼ 
と
言
い

た
い
。

き
っ
と
こ
の
子
は
輝
く
目
で
大
人
に
な
り
、
光
を
運
ぶ
輝
き
の

伝
道
師
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
！

地
球
が
輝
く
星
な
の
は
、
そ
こ
で
す
ね
。
命
︵
ゴ
ル
ゴ
松
本
︶
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（東京都・会社員）

小 松 崎  潤 さ ん

審査員賞

交 息
子

父

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
息
子
は
週

に
二
回
通
常
学
級
で
過

ご
す
。
し
か
し
授
業
中

に
教
室
を
飛
び
出
し
て

し
ま
い
交
流
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
し

か
し
あ
る
時
黒
板
の
「
交
」
の
字
を

見
る
な
り
「
パ
パ
が
い
る
！
こ
の　

好
き
」
と
息
子
が
言
っ
た
。
交
流
は

な
く
て
も
私
た
ち
の
心
は
交
わ
っ
て

る
気
が
し
た
。

、
字
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
を
授
与
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
今
回
作
品
に
し
た
の
は
息
子
の
教
室
内
で
の
出
来

事
で
す
。
人
と
比
べ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
な
が
ら
も
突
拍

子
も
な
い
行
動
を
す
る
息
子
に
正
直
ヤ
キ
モ
キ
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
発
言
を
機
に
「
息
子
は
ち
ゃ
ん
と
成
長
し
て
る
ん
だ

な
。
大
丈
夫
だ
よ
な
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
。
父
親
と
し
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
息
子
の
サ
ポ
ー

ト
を
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
員
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
漢
字
は
感
じ
る
字
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
見
た
瞬
間

に
「
パ
パ
が
い
る
！
」
そ
の
通
り
「
交
」
の
中
に
「
父
」
が
い
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
発
見
で
す
。

子
供
は
毎
日
が
冒
険
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
日
々
、
た
く

さ
ん
の
モ
ノ
、
コ
ト
、
ヒ
ト
に
出
会
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
自
分

に
必
要
な
物
事
を
拾
っ
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
息
子
さ
ん
の
そ

の
感
性
は
、
と
て
も
素
敵
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
「
パ
パ
の
い
る
」
学
校
で
他
の
子
供
達
と
交

流
、
交
差
し
な
が
ら
、
成
長
、
成
功
し
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

常
に
パ
パ
が
側
に
い
る
か
ら
効
果
が
あ
る
は
ず
で
す
。
「
交
」
の

字
に
は
調
和
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

パ
パ
が
ん
ば
‼ 
命
︵
ゴ
ル
ゴ
松
本
︶
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（埼玉県・教員）

審査員賞

佐 藤  美 海 さ ん
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「
漢
字
に
親
し
む
機
会
に
な
れ
ば
」
と
、
生
徒
と
取
り
組
ん
だ

コ
ン
テ
ス
ト
。
ま
さ
か
賞
を
い
た
だ
け
る
と
は
夢
に
も
思
わ
ず
、

受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
は
大
学
時
代
の
追
憶
と
と
も
に
こ
そ

ば
ゆ
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
が
ら

も
大
切
に
し
て
い
た
思
い
出
を
、
こ
の
よ
う
な
形
で
日
の
当
た
る

場
所
に
出
し
て
い
た
だ
き
至
極
光
栄
で
す
。

わ
た
し
が
現
在
受
け
持
つ
生
徒
た
ち
は
漢
字
に
苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
る
子
が
多
く
、
少
し
で
も
興
味
が
持
て
る
よ
う
な
取
組

を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
生
徒
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
自
分
の
気
持
ち
に
合
っ
た
漢
字
を
探

す
様
子
は
ほ
ほ
え
ま
し
く
、
ま
た
感
慨
深
い
も
の
で
し
た
。
こ
の

経
験
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
一
層
言
葉
の
楽
し
さ
や
奥
深
さ
を
伝

え
て
い
け
る
よ
う
指
導
に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

粋
と
は
、
色
気
を
持
っ
た
、
心
意
気
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
大
人
が
若
者
に
教
え
る
生
き
方
の
一
つ
だ
と
思
い
ま

す
。
大
人
が
日
々
ど
う
生
き
て
る
か
、
ど
う
息
を
呼
吸
を
し
て
い

る
か
、
そ
の
方
も
若
い
時
そ
の
時
代
の
大
人
達
に
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

息
抜
き
に
立
ち
寄
る
カ
フ
ェ
で
一
生
懸
命
バ
イ
ト
に
励
む
学
生

の
あ
な
た
に
、
思
わ
ず
粋
な
計
ら
い
を
し
た
く
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
ね
。

多
分
そ
れ
は
、
未
来
に
教
師
に
な
っ
た
あ
な
た
が
、
若
い
人
達

に
、
日
本
人
の
、
心
意
気
の
一
つ
「
粋
」
を
伝
え
る
人
に
な
っ
て

欲
し
い
か
ら
、
ご
縁
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

「
い
つ
も
、
お
疲
れ
様
」
神
様
は
見
て
る
ん
だ
。
命︵
ゴ
ル
ゴ
松
本
︶
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

息子

母

小
学
生
で
５０
メ
ー
ト
ル
走
の
タ
イ
ム
を
越
さ
れ
、

中
学
生
で
身
長
を
越
さ
れ
、
高
校
で
学
力
を
越
さ

れ
、
大
学
生
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
分
野
で
越
さ
れ
て

し
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。
で
も
、
年
だ
け
は
越
せ
な

い
よ
ね
。
頑
張
っ
て
長
生
き
し
ま
す
。
そ
し
て
母

の
寿
命
を
も
越
す
長
生
き
を
し
て
ね
。

（
愛
知
県
・
自
営
業
）

小
串

真
紀
子
さ
ん

小学一年生の息子

母

あ
な
た
が
初
め
て
書
い
た
漢
字
の
文
は
、「
お
火

あ
さ
ん
、お
た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で
と
」
だ
っ
た
ね
。

私
が
間
違
い
を
指
摘
す
る
と
、「
あ
っ
た
か
く
て
あ

か
る
い
﹃
火
﹄
が
、
お
か
あ
さ
ん
の
漢
字
じ
ゃ
な
い

の
？
」
っ
て
あ
な
た
は
言
っ
た
。
あ
た
た
か
く
包
ま

れ
た
気
持
ち
、
お
返
し
す
る
ね
。

（
兵
庫
県
）

今
北

亜
希
子
さ
ん

母

娘

航
海
士
三
年
目
、
圧
倒
的
な
男
性
社
会
の
中
で

日
々
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
己
の
不
甲
斐
な
さ
に
打
ち
の

め
さ
れ
、
今
に
も
沈
没
寸
前
の
我
が
娘
。
そ
れ
で
も

自
ら
選
ん
だ
道
を
少
し
ず
つ
進
ん
で
行
こ
う
と
努
力

を
続
け
る
娘
。
そ
ん
な
貴
女
が
必
要
な
時
に
い
つ
で

も
一
息
つ
け
る
港
で
あ
り
た
い
と
母
は
思
っ
て
い

ま
す
。

火

越

（
山
口
県
・
主
婦
）

井
上

浩
子
さ
ん
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

お
酒
の
飲
み
過
ぎ
で
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た

母
。「
肴
」
に
は
「
宴
会
を
楽
し
い
も
の
に
す
る
た

め
の
話
題
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
夢
だ
っ
た
教
員

に
な
っ
た
こ
と
、
愛
す
る
人
に
出
逢
え
た
こ
と
。
話

し
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。
退
院
し
た
ら
、
お
酒

で
は
な
く
俺
の
話
に
酔
わ
し
ち
ゃ
る
け
ん
覚
悟
し

て
よ
。

（
福
岡
県
・
教
員
）

中
井 
朗
さ
ん

母

息子

妻

夫

小
学
校
の
入
学
式
。
教
室
の
前
か
ら
二
番
目
、
隣

の
席
の
あ
な
た
に
幼
い
な
が
ら
心
を
惹
か
れ
ま
し

た
。
隣
で
笑
っ
て
く
れ
る
給
食
の
時
間
が
大
好
き
で

し
た
。
あ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
十
年
。
今
あ
な
た
は

隣
で
テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
一
緒
に
笑
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
僕
の
隣
に
居
て
下
さ
い
ね
。

（
滋
賀
県
・
教
員
）

中
川 

祥
さ
ん

あ
の
春
。
教
室
と
い
う
空
間
は
こ
ん
な
に
も
静
か

で
ひ
ん
や
り
し
た
も
の
な
の
か
と
、
誰
も
い
な
い
教

室
に
向
か
い
、
返
っ
て
こ
な
い
と
か
分
か
っ
て
い
な

が
ら
毎
日
話
し
か
け
た
。
そ
し
て
今
。
制
限
だ
ら
け

だ
と
し
て
も
目
の
前
に
は
マ
ス
ク
を
し
た
笑
顔
は
じ

け
る
生
徒
達
の
姿
。
息
を
吹
き
返
し
た
、
教
室
の

鼓
動
。

（
福
岡
県
・
教
員
）

中
村 

聖
さ
ん

教室にいるみんな

先生
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

長
男
は
デ
ザ
イ
ン
を
、
次
男
は
音
楽
を
、
そ
し
て

三
男
は
芸
術
の
道
へ
。「
パ
パ
、
何
だ
か
私
の
想
い

と
は
裏
腹
に
我
が
道
を
進
ん
で
い
く
子
供
達
で
す

よ
。
ど
う
か
体
だ
け
は
気
を
付
け
て
く
れ
る
よ
う
貴

方
の
﹃
康
﹄
で
息
子
達
を
天
か
ら
見
守
っ
て
や
っ
て

下
さ
い
ね
。
そ
れ
が
貴
方
の
責
任
で
す
よ
。」
お
墓

参
り
に
て
。

（
岩
手
県
・
教
員
）

松
田

弘
恵
さ
ん

康雄さん

妻

忍
後輩

先輩

高
齢
者
に
な
っ
た
君
へ
、
先
輩
た
る
私
の
助
言
。

「
亭
主
元
気
で
留
守
が
い
い
」
と
は
真
理
で
あ
る
。

故
に
全
て
を
堪
え
忍
び
、
家
で
は
己
の
気
配
を
消
し

な
さ
い
。
妻
に
「
ア
ラ
居
た
の
？
」
と
言
わ
れ
る
前

に
外
出
し
、
言
わ
れ
る
先
に
風
呂
場
を
洗
い
、「
未

だ
居
た
の
？
」
と
、
言
わ
れ
ぬ
内
に
逝
き
な
さ
い
。

（
東
京
都
）

峯
田

泰
彦
さ
ん

人
へ
の
気
遺
い
や
挨
拶
の
大
切
さ
な
ど
、
生
き
る

上
で
大
事
な
こ
と
を
辛
口
で
、
口
酸
っ
ぱ
く
教
え
て

く
れ
た
母
。
そ
ん
な
母
と
喧
嘩
し
て
泣
い
て
い
た
私

の
言
い
分
を
こ
っ
そ
り
聞
い
て
く
れ
た
甘
口
の
父
。

あ
あ
、
だ
か
ら
幸
せ
太
り
を
し
た
の
だ
と
、
大
人
に

な
っ
た
今
気
付
き
、こ
の
味
を
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。

（
宮
城
県
・
教
員
）

村
形

舞
香
さ
ん

両親

娘
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

教頭先生

九年前の中学三年生

「
将
来
同
じ
職
場
で
働
こ
う
。」
と
い
う
言
葉
は

気
が
付
け
ば
九
年
前
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

八
年
と
十
ヶ
月
前
、
黒
い
リ
ボ
ン
の
つ
い
た
写
真
の

前
で
私
は
そ
の
言
葉
を
一
生
忘
れ
ま
い
と
誓
い
ま
し

た
。
同
じ
職
場
と
い
う
夢
は
叶
わ
ず
と
も
、
九
年
後

の
私
は
同
じ
職
に
就
き
、
夢
の
続
き
を
創
っ
て
い

ま
す
。

（
北
海
道
・
教
員
）

吉
野 
百
音
さ
ん



　70

 “誰かに贈る漢字を選ぶ”その時間は、
漢字そのものの奥深さに触れられるとともに、
自分の大切な人との関係を見つめ直し、
自分自身と向き合うことにもつながります。

その点が高く評価され、
学校教育の題材として取り上げられるようになりました。

今後、「大切な人へ漢字を贈る」ということが、
私たちにとってより身近な習慣になる日も

近いかもしれません。

コンテストは広がりを見せ、
「学校教育」にも採用

●「どうとく ３　きみが いちばん ひかるとき」（光村図書）
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・メッセージは１２０字以内に限ります。これを超える応募作品につきましては審査対象外となります。
・応募いただいた作品は返却できません。

主催者および審査員が、本コンテストの開催趣旨に照らし総合的に審査します。
受賞者・受賞団体には審査後に受賞の内定を通知いたします。二次審査通過者のお名前・団体名を2022年11月ごろコンテスト
サイトにて発表いたします。

「贈りたい漢字とメッセージ（※１２０字以内）」

応募期間

①小学生部門　　②中学生部門　　③高校生部門　　④大学生・一般部門

２０23年１月下旬（予定）　

■団体での応募　 〒６０５-００７４　京都市東山区祇園町南側５５１番地
　　　　　　　　（公財）日本漢字能力検定協会　「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」係
※コンテストサイトにある「団体応募用返信ラベル」をご利用ください。切手不要でそのまま投函いただけます。
■個人での応募　ＵＲＬ　https://www.kanken.or.jp/kanjicontest2022/

２０22年６月１日（水）～２０22年９月22日（木）必着

表 彰 式 ２０23年３月（予定）

表彰式会場 漢検 漢字博物館・図書館（漢字ミュージアム）

受賞作品は、応募者氏名などとともにコンテストサイト等にて発表する予定です。

【Ｗｅｂ】コンテストサイト（下記ＵＲＬ）にある応募フォームを利用してください。
【郵送】所定の応募用紙、もしくはコンテストサイトよりダウンロードした応募用紙を利用して、下記応募先へ
郵送してください。また、応募用紙取得が困難な方は、必要事項記載のうえハガキでの応募も可能です。

応募者全員分の応募用紙をまとめ、「団体名」「団体担当者氏名」「住所・電話番号（会場番号）」「応募枚
数」を添えて下記応募先へ郵送してください。応募用紙はコンテストサイトにあります。参加人数分をコピー
してお使いください。

あなたが伝えたい気持ちを表す漢字（一文字）とメッセージをお寄せください。
応募テーマ

応募部門

応募方法

応 募 先

審　　査

発　　表

表　　彰

■個人での応募

■団体での応募

応募の際の注意事項

応募要項

絆大賞（各部門1点）

日本漢字能力検定協会賞（各部門1点）

審査員賞（各部門3点）

佳作（各部門10点）

団体賞（全4団体）

審査員  ゴルゴ松本
　　　　  （お笑い芸人）

やすみりえ
（川柳作家）

華雪
（書家）

山崎信夫
（日本漢字能力検定協会 代表理事）

審査員長  橋本五郎
（読売新聞特別編集委員）

審 査 員
（2021年度）

賞状・副賞（５万円相当）

賞状・副賞（３万円相当）

賞状・副賞（１万円相当）

賞状・副賞（５千円相当）

　　　　　　　　賞状

第1回から第8回までの過去の受賞作品は、コンテストサイトからご覧になれます。
また、各回の受賞作品集もご自由にダウンロードできます。

第10回記念 審査員による座談会をコンテストサイトで公開中！

漢検  漢字コンテスト 受賞作品
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「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」
2021 年度　受賞作品集
2022 年　5 月 1 日　第１版第１刷発行

編　者　公益財団法人 日本漢字能力検定協会
発行者　山崎 信夫
印刷所　大日本印刷株式会社
発行所　公益財団法人 日本漢字能力検定協会

（住所）〒 605 － 0074
　　　 京都市東山区祇園町南側 551 番地

（TEL）075 － 757 － 8600
（FAX）075 － 532 － 1110
（ホームページ URL）https://www.kanken.or.jp

本書の内容の一部あるいは全部を無断で複写複製（コ
ピー）することは著作権法上での例外を除き、禁じ
られています。

乱丁・落丁本はお取り替えいたします。
「漢検」は登録商標です。
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「漢検」は登録商標です。

2021年度

今、あなたに贈りたい漢字コンテスト

受賞作品集

2 0 2 1年度  受賞作品集

ほ
ん
の
一
文
字
に
、
ぎ
ゅ
っ
と

　
　
　
　
　気
持
ち
を
込
め
て
。

公益財団法人 日本漢字能力検定協会
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